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※県内経営者の想いや考えを取材させて頂いている「リーダーズアイ」の記事につきまして、新型コロナウイルス感染症の
　拡大状況を踏まえ、今月号は取材を控え、お休みとさせて頂きました。　
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　6月21日、新型コロナウイルス感染症のワクチンの職域接種がスタートしました。
　中小企業等が連携した共同接種も可能であるため、組合員を対象とした共同接種の実施に向けて、県内でも複数の協同組合が動き
出しています。
　協同組合ウイングバレイでは6月21日に共同での職域接種を実施。組合員企業の役員及び従業員100人が組合多目的ホールに来
場し、組合の産業医による接種を行いました。今後、週650人ペースで接種を行い、9月末までに約2800人の接種を行う予定です。
　一定規模の接種数が必要な中、組合員企業を集めて数を確保する協同組合の取組に注目が集まるとともに、ワクチン接種の加速に
よる感染拡大状況の改善に大きく期待が寄せられています。（ワクチンの供給量が上限に迫っているため、6月25日より職域接種実
施の新規申し込みが一時停止されました）

（６月21日に実施された協同組合ウイングバレイの共同接種の様子）
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会
員
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

　
私
は
、
先
般
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
中
央
会
の
総
会
・
理

事
会
で
、
新
た
に
専
務
理
事
に
選
任
を
い
た
だ
い
た
脇

本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
来
、
我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
大
き
な
影
響
を
受
け
、本
県
経
済
も
、
多
く
の
分

野
で
そ
の
打
撃
を
被
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
事
業
承
継

の
問
題
、
働
き
方
改
革
や
災
害
へ
の
対
応
も
相
俟
っ
て
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
今
、
事
業
経
営
で
非
常
に
難

し
い
舵
取
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
行
政
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
が
、
感
染
症
の
収
束
と
経
済
活
動
の
回
復
に

尽
力
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
を
支
援
し
そ
の

発
展
を
図
る
と
い
う
中
央
会
の
使
命
を
今
こ
そ
求
め
ら

れ
て
い
る
、そ
の
重
責
を
痛
感
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
業
界
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
６
年
に
わ
た
り
、
中
央
会
の
支
援
活
動

充
実
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
黒
住
前
専
務
理
事
と
同

様
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
当
中
央
会
は
、
来
る
設
立
70
周
年
に
向
け
て
、

「
連
・
挑
・
感
　
〜
連
携
・
挑
戦
で
感
動
の
先
駆
者
た
れ

〜
」を
基
本
理
念
と
す
るAction Plan

を
ま
と
め
ま
し

た
。
―
連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
の
誇
り
を

も
っ
て
、
新
た
な
連
携
の
可
能
性
に
全
職
員
が
挑
戦
、感

動
を
提
供
す
る
先
駆
者
を
目
指
す
―
そ
の
理
念
の
浸
透
・

徹
底
を
図
り
、
具
体
の
行
動
に
移
す
、
そ
し
て
組
合
・
事

業
者
の
皆
様
の
要
望
・
期
待
に
で
き
る
限
り
応
え
て
い

く
、
そ
う
し
た
中
央
会
と
し
て
信
頼
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
様
も
、
中
央
会
に
ご
相
談
、ご
要
望
を
お
届
け

く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

岡
山
県
中
央
会

専
務
理
事

脇
本
　靖

岡
山
県
中
央
会
第
66
回
通
常
総
会
開
催

去
る
６
月
10
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル

に
て
、
岡
山
県
中
央
会
第
66
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
参
加
者
に
つ
い

て
役
員
を
主
と
し
た
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
や
組
合
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
、

新
た
な
手
法
を
用
い
た
事
業
を
中
心
に
報

告
を
行
い
、
事
業
計
画
で
は
食
品
企
業
を

対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
事
業
や
、

在
籍
型
出
向
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
、

新
規
に
取
り
組
む
事
業
を
中
心
に
説
明
、

全
て
の
議
案
が

満
場
一
致
に
て

承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
に
つ
い

て
は
、
会
員
組

合
の
理
事
長
交

代
等
に
伴
い
、

新
た
に
副
会
長

1
名
、
専
務
理

事
1
名
、
理
事

3
名
が
就
任

し
、
現
役
員
は

次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　    （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

全
国
中
央
会
は
６
月
30
日
、
都
内
の
会
場
に
て
令
和

３
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
中
央
会
の

通
常
総
会
は
、
例
年
は
各
都
道
府
県
中
央
会
及
び
全
国

団
体
の
組
合
関
係
者
等
約
5
０
０
名
程
度
が
参
加
し
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
森
会
長
の
挨
拶
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
多
く
の
中
小
企
業
に
対
し
て
影
響
を
与
え
て
お
り
、

特
に
厳
し
い
打
撃
を
受
け
る
業
界
の
一
刻
も
早
い
経
済

活
動
復
旧
に
向
け
て
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
金
融
支
援
策

の
実
行
が
望
ま
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
重
点

活
動
事
項
と
し
て「
事
業
再
構
築
」「
事
業
承
継
・
第
三
者

承
継
と
経
営
資
源
集
約
化
」「
デ
ジ
タ
ル
化
・
生
産
性
向

上
」「
事
業
継
続
力
強
化
・Ｂ
Ｃ
Ｐ
」「
労
働
・
雇
用
」を
掲

げ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
連
携
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
に
つ
い
て
は
、
全
国
中
央
会
の
副
会
長
に
、
岡

山
県
中
央
会
の
晝
田
会
長
が
新
た
に
就
任
。
晝
田
会
長

は
全
国
中
央
会
の
活
動
方
針
や
事
業
内
容
の
検
討
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
村
上
）

全
国
中
央
会
の
副
会
長
に

　当
会
の
晝
田
会
長
が
就
任

中
小
企
業
全
国
大
会
は
、
毎
年
１
回
、
全
国
の
中

小
企
業
団
体
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
決
意

を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
等
に
対
し
て
中

小
企
業
振
興
施
策
の
確
立
を
訴
え
、
組
合
組
織
を
基

盤
に
し
て
中
小
企
業
の
安
定
的
な
振
興
発
展
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
中
央
会
が
設
置
す
る
、
総
合
、
税
制
、
金
融
、

労
働
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
工
業
、
商
業
及
び
サ
ー

ビ
ス
業
の
各
分
野
別
の
専
門
委
員
会
に
よ
り
、
そ
の

時
々
の
中
小
企
業
者
の
要
望
等
を
取
り
ま
と
め
、
そ

の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
者
の
意
見

が
施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
事
前
に
検
討
し
、
全
国

大
会
決
議
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
関
係
省
庁
等

に
発
信
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
2
0
2
1
年
11
月
25
日（
木
）、
神
奈
川

県
の「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル
」に
お
い
て

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
村
上
）

第
73
回
中
小
企
業
全
国
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

中央会News
中央会News

　氏　名
藤原　愼二
桑原　正弘
西　康宏
万殿　貴志
長﨑　信行
中塚　利信
竹本　秀忠
丸本 仁一郎
松田　敏之
木村　容治
高橋　忠孝
小笠原 卓宏
大月　隆行
藤原　一師
小林　宏三
瀬戸口　香
惠南　敏弘
藤原　加奈
高田　修造
松田　秀男
宮本　誠一

役名

理事
（32名）

監事
（3名）

備考

新任
新任
新任

　　　　　組合名称
岡山県鋳造工業協同組合
協同組合岡山鉄工センター
協同組合岡山県卸センター
英田ふれあい協同組合
協同組合岡山県備前焼陶友会
岡山県木材協同組合連合会
岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県酒造協同組合
両備事業協同組合
岡山県総合流通センター卸協同組合
湯原町旅館協同組合
岡山県自転車軽自動車商協同組合
岡山県コンクリート製品販売協同組合
玉原鉄工業協同組合
協同組合中国経営合理化チェーン
岡山県電気工事工業組合
岡山県中小企業団体青年中央会
岡山県ものづくり女性中央会
岡山県インテリア事業協同組合
岡山県貯水槽管理事業協同組合
岡山産業技術協同組合

　氏　名
晝田　眞三
岸　　卓志
梶谷　俊介
大塚　泰文
藤木　達夫
岡﨑　世作
脇本　靖
末長　範彦
志多木 勝俊
河野　幹市
永田　眞一
髙橋　肇
黒木　立志
山本　國春
前坂　匡紀
宮武　孝昭
榮谷　善明
長谷川　誠
多々野 勝志
大久保 孝政
角田　熱志

役名
会長

備考

新任
新任

　　　　　組合名称
協同組合ウイングバレイ
岡山県商店街振興組合連合会
岡山県自動車整備商工組合
岡山県印刷工業組合
丸五技術開発協同組合
協同組合岡山機工センター
岡山県中小企業団体中央会
岡山倉庫団地協同組合
井笠地区建設事業協同組合
岡山県味噌醸造協同組合
協同組合リブ
協同組合岡山県管事業協会
備中織物構造改善工業組合
笠岡信用組合
協同組合岡山情報文化研究所
岡山県菓子工業組合
協同組合東岡山テクノセンター
協同組合連合会岡山市表町商店街連盟
協同組合テクノパーク総社
協同組合瀬戸内ファニチャー
岡山県テント工業組合

副会長
（5名）

理事
（32名）

専務理事

新
役
員
体
制

（
順
不
同
：
敬
称
略
）

令
和
3
年
度
　役
員
名
簿

去
る
6
月
2
日
、
岡
山
県
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
岡

山
労
働
局
の
3
者
は
各
経
済
団
体
に
対
し
、
左
記
内
容
の

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
誌
掲
載
記
事
の
と

お
り
、
岡
山
県
や
中
国
経
済
産
業
局
と
と
も
に
、
人
材
と

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
働
き
方
改
革
に
向
け
た
意
識
の

醸
成
と
い
っ
た
、
各
種
支
援
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
こ
と
は

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
要
請
内
容
】

•
新
規
学
卒
者
及
び
未
就
職
卒
業
者
の
積
極
的
な
正
社

員
採
用
の
継
続
と
、
非
正
規
労
働
者
等
の
正
社
員
転
換

の
促
進

•
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
多
様
な
採
用
手
段
の
活
用
等
、
柔
軟

な
採
用
活
動
の
実
施
。
ま
た
内
定
取
り
消
し
を
避
け
る

べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と

•
卒
業
・
修
了
後
少
な
く
と
も
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
、

新
規
学
卒
者
・
修
了
予
定
者
等
の
採
用
枠
に
応
募
可
能

と
す
る
こ
と

•
若
者
の
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

•
在
籍
型
出
向
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
従
業
員
の
雇
用

維
持
に
努
め
る
こ
と

•
入
社
後
の
人
材
育
成
と
職
場
定
着
の
促
進

•
す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
多
様
な
働
き
方
が
実
現

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

•
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と

•
身
元
調
査
を
行
わ
な
い
な
ど
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力

に
基
づ
い
た
基
準
に
よ
り
公
正
な
選
考
を
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る

協
力
の
お
願
い

岡山県知事から届いたビデオメッセージによる祝辞を投影しているところ
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会
員
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

　
私
は
、
先
般
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
中
央
会
の
総
会
・
理

事
会
で
、
新
た
に
専
務
理
事
に
選
任
を
い
た
だ
い
た
脇

本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
来
、
我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
大
き
な
影
響
を
受
け
、本
県
経
済
も
、
多
く
の
分

野
で
そ
の
打
撃
を
被
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
事
業
承
継

の
問
題
、
働
き
方
改
革
や
災
害
へ
の
対
応
も
相
俟
っ
て
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
今
、
事
業
経
営
で
非
常
に
難

し
い
舵
取
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
行
政
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
が
、
感
染
症
の
収
束
と
経
済
活
動
の
回
復
に

尽
力
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
を
支
援
し
そ
の

発
展
を
図
る
と
い
う
中
央
会
の
使
命
を
今
こ
そ
求
め
ら

れ
て
い
る
、そ
の
重
責
を
痛
感
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
業
界
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
６
年
に
わ
た
り
、
中
央
会
の
支
援
活
動

充
実
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
黒
住
前
専
務
理
事
と
同

様
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
当
中
央
会
は
、
来
る
設
立
70
周
年
に
向
け
て
、

「
連
・
挑
・
感
　
〜
連
携
・
挑
戦
で
感
動
の
先
駆
者
た
れ

〜
」を
基
本
理
念
と
す
るAction Plan

を
ま
と
め
ま
し

た
。
―
連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
の
誇
り
を

も
っ
て
、
新
た
な
連
携
の
可
能
性
に
全
職
員
が
挑
戦
、感

動
を
提
供
す
る
先
駆
者
を
目
指
す
―
そ
の
理
念
の
浸
透
・

徹
底
を
図
り
、
具
体
の
行
動
に
移
す
、
そ
し
て
組
合
・
事

業
者
の
皆
様
の
要
望
・
期
待
に
で
き
る
限
り
応
え
て
い

く
、
そ
う
し
た
中
央
会
と
し
て
信
頼
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
様
も
、
中
央
会
に
ご
相
談
、ご
要
望
を
お
届
け

く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

岡
山
県
中
央
会

専
務
理
事

脇
本
　靖

岡
山
県
中
央
会
第
66
回
通
常
総
会
開
催

去
る
６
月
10
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル

に
て
、
岡
山
県
中
央
会
第
66
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
参
加
者
に
つ
い

て
役
員
を
主
と
し
た
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
や
組
合
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
、

新
た
な
手
法
を
用
い
た
事
業
を
中
心
に
報

告
を
行
い
、
事
業
計
画
で
は
食
品
企
業
を

対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
事
業
や
、

在
籍
型
出
向
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
、

新
規
に
取
り
組
む
事
業
を
中
心
に
説
明
、

全
て
の
議
案
が

満
場
一
致
に
て

承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
に
つ
い

て
は
、
会
員
組

合
の
理
事
長
交

代
等
に
伴
い
、

新
た
に
副
会
長

1
名
、
専
務
理

事
1
名
、
理
事

3
名
が
就
任

し
、
現
役
員
は

次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　    （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

全
国
中
央
会
は
６
月
30
日
、
都
内
の
会
場
に
て
令
和

３
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
中
央
会
の

通
常
総
会
は
、
例
年
は
各
都
道
府
県
中
央
会
及
び
全
国

団
体
の
組
合
関
係
者
等
約
5
０
０
名
程
度
が
参
加
し
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
森
会
長
の
挨
拶
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
多
く
の
中
小
企
業
に
対
し
て
影
響
を
与
え
て
お
り
、

特
に
厳
し
い
打
撃
を
受
け
る
業
界
の
一
刻
も
早
い
経
済

活
動
復
旧
に
向
け
て
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
金
融
支
援
策

の
実
行
が
望
ま
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
重
点

活
動
事
項
と
し
て「
事
業
再
構
築
」「
事
業
承
継
・
第
三
者

承
継
と
経
営
資
源
集
約
化
」「
デ
ジ
タ
ル
化
・
生
産
性
向

上
」「
事
業
継
続
力
強
化
・Ｂ
Ｃ
Ｐ
」「
労
働
・
雇
用
」を
掲

げ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
連
携
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
に
つ
い
て
は
、
全
国
中
央
会
の
副
会
長
に
、
岡

山
県
中
央
会
の
晝
田
会
長
が
新
た
に
就
任
。
晝
田
会
長

は
全
国
中
央
会
の
活
動
方
針
や
事
業
内
容
の
検
討
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
村
上
）

全
国
中
央
会
の
副
会
長
に

　当
会
の
晝
田
会
長
が
就
任

中
小
企
業
全
国
大
会
は
、
毎
年
１
回
、
全
国
の
中

小
企
業
団
体
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
決
意

を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
等
に
対
し
て
中

小
企
業
振
興
施
策
の
確
立
を
訴
え
、
組
合
組
織
を
基

盤
に
し
て
中
小
企
業
の
安
定
的
な
振
興
発
展
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
中
央
会
が
設
置
す
る
、
総
合
、
税
制
、
金
融
、

労
働
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
工
業
、
商
業
及
び
サ
ー

ビ
ス
業
の
各
分
野
別
の
専
門
委
員
会
に
よ
り
、
そ
の

時
々
の
中
小
企
業
者
の
要
望
等
を
取
り
ま
と
め
、
そ

の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
者
の
意
見

が
施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
事
前
に
検
討
し
、
全
国

大
会
決
議
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
関
係
省
庁
等

に
発
信
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
2
0
2
1
年
11
月
25
日（
木
）、
神
奈
川

県
の「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル
」に
お
い
て

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
村
上
）

第
73
回
中
小
企
業
全
国
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

中央会News
中央会News

　氏　名
藤原　愼二
桑原　正弘
西　康宏
万殿　貴志
長﨑　信行
中塚　利信
竹本　秀忠
丸本 仁一郎
松田　敏之
木村　容治
高橋　忠孝
小笠原 卓宏
大月　隆行
藤原　一師
小林　宏三
瀬戸口　香
惠南　敏弘
藤原　加奈
高田　修造
松田　秀男
宮本　誠一

役名

理事
（32名）

監事
（3名）

備考

新任
新任
新任

　　　　　組合名称
岡山県鋳造工業協同組合
協同組合岡山鉄工センター
協同組合岡山県卸センター
英田ふれあい協同組合
協同組合岡山県備前焼陶友会
岡山県木材協同組合連合会
岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県酒造協同組合
両備事業協同組合
岡山県総合流通センター卸協同組合
湯原町旅館協同組合
岡山県自転車軽自動車商協同組合
岡山県コンクリート製品販売協同組合
玉原鉄工業協同組合
協同組合中国経営合理化チェーン
岡山県電気工事工業組合
岡山県中小企業団体青年中央会
岡山県ものづくり女性中央会
岡山県インテリア事業協同組合
岡山県貯水槽管理事業協同組合
岡山産業技術協同組合

　氏　名
晝田　眞三
岸　　卓志
梶谷　俊介
大塚　泰文
藤木　達夫
岡﨑　世作
脇本　靖
末長　範彦
志多木 勝俊
河野　幹市
永田　眞一
髙橋　肇
黒木　立志
山本　國春
前坂　匡紀
宮武　孝昭
榮谷　善明
長谷川　誠
多々野 勝志
大久保 孝政
角田　熱志

役名
会長

備考

新任
新任

　　　　　組合名称
協同組合ウイングバレイ
岡山県商店街振興組合連合会
岡山県自動車整備商工組合
岡山県印刷工業組合
丸五技術開発協同組合
協同組合岡山機工センター
岡山県中小企業団体中央会
岡山倉庫団地協同組合
井笠地区建設事業協同組合
岡山県味噌醸造協同組合
協同組合リブ
協同組合岡山県管事業協会
備中織物構造改善工業組合
笠岡信用組合
協同組合岡山情報文化研究所
岡山県菓子工業組合
協同組合東岡山テクノセンター
協同組合連合会岡山市表町商店街連盟
協同組合テクノパーク総社
協同組合瀬戸内ファニチャー
岡山県テント工業組合

副会長
（5名）

理事
（32名）

専務理事

新
役
員
体
制

（
順
不
同
：
敬
称
略
）

令
和
3
年
度
　役
員
名
簿

去
る
6
月
2
日
、
岡
山
県
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
岡

山
労
働
局
の
3
者
は
各
経
済
団
体
に
対
し
、
左
記
内
容
の

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
誌
掲
載
記
事
の
と

お
り
、
岡
山
県
や
中
国
経
済
産
業
局
と
と
も
に
、
人
材
と

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
働
き
方
改
革
に
向
け
た
意
識
の

醸
成
と
い
っ
た
、
各
種
支
援
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
こ
と
は

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
要
請
内
容
】

•
新
規
学
卒
者
及
び
未
就
職
卒
業
者
の
積
極
的
な
正
社

員
採
用
の
継
続
と
、
非
正
規
労
働
者
等
の
正
社
員
転
換

の
促
進

•
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
多
様
な
採
用
手
段
の
活
用
等
、
柔
軟

な
採
用
活
動
の
実
施
。
ま
た
内
定
取
り
消
し
を
避
け
る

べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と

•
卒
業
・
修
了
後
少
な
く
と
も
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
、

新
規
学
卒
者
・
修
了
予
定
者
等
の
採
用
枠
に
応
募
可
能

と
す
る
こ
と

•
若
者
の
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

•
在
籍
型
出
向
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
従
業
員
の
雇
用

維
持
に
努
め
る
こ
と

•
入
社
後
の
人
材
育
成
と
職
場
定
着
の
促
進

•
す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
多
様
な
働
き
方
が
実
現

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

•
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と

•
身
元
調
査
を
行
わ
な
い
な
ど
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力

に
基
づ
い
た
基
準
に
よ
り
公
正
な
選
考
を
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る

協
力
の
お
願
い

岡山県知事から届いたビデオメッセージによる祝辞を投影しているところ
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中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
1
年
7
月
号

中央会News

岡
山
県
中
央
会
が
中
国
経
済
産
業
局
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
実
施
す
る「
採
用
塾
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
採
用
塾
と
は
、
企
業
の
人
材
採
用
力
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
て
、
採
用
戦
略
や
人
材
定
着
等
に
つ
い
て
学
ぶ
講

習
会
で
す
。
参
加
対
象
は
、も
の
づ
く
り
企
業
の
若
手
経

営
者
・
女
性
経
営
者
等
と
し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
度
に

は
年
間
を
通
じ
て
全
6
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
採
用
塾
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
。
講
師
の
㈱
N
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
取

締
役
、
内
原
康
雄
氏
は
、D
X
に
取
り
組
み
人
材
確
保
に

成
功
し
て
い
る
、も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
。
高
機
能
で

安
価
な
3
次
元
C
A
D
の
導
入
事
例
や
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
使
っ
た
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
例
等
を
紹
介
し
、
学
生
に「
こ
の
会
社
は
色
ん
な
こ
と

が
で
き
て
面
白
そ
う
」と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
2
回
の
採
用
塾
は
、
7
月
21
日
に
、「
中
核
人
材
の

明
確
化
」を
テ
ー
マ
に
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
の
方
を
講
師
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
岡
山
県
中
央
会

の
人
材
関
係
の
支

援
事
業
に
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
岡

山
県
中
央
会
企
業

人
材
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
　
　   

　
　
　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

女
性
経
営
者
等
が
人
材
採
用
力
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む「
採
用
塾
」キ
ッ
ク
オ
フ
！

岡
山
県
中
央
会
は
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
、
人
材

を
送
り
出
し
た
い
企
業
と
、
受
け
入
れ
た
い
企
業
の

在
籍
型
出
向
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
企
業
同
士
の
面
談
に
加
え
、

在
籍
型
出
向
制
度
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
留
意
点

等
に
つ
い
て
の
説
明
会
・
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

●
開
催
日
時
及
び
場
所

①
2
0
2
1
年
７
月
８
日（
木
）

10
時
〜
12
時
30
分（
説
明
会
・
相
談
会
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
マ
ッ
チ
ン
グ
会
）

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

②
2
0
2
1
年
８
月
３
日（
火
）

10
時
〜
12
時
30
分（
説
明
会
・
相
談
会
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
マ
ッ
チ
ン
グ
会
）

　
倉
敷
市
民
会
館

●
参
加
対
象

企
業
経
営
者
、
人
事
担
当
者

（
具
体
的
に
送
り
出
し
、
受
け
入
れ
を
お
考
え
の
方
）

●
受
け
入
れ
希
望
の
企
業
様
へ

送
り
出
し
企
業
の
参
加
状
況
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト

当
日
に
は
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
在
籍
型
出
向
に
向
け
て
、
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
岡
山
事
務
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

　
申
し
込
み
ペ
ー
ジ

https://www.okayam
a-skm

tg.
jp/m

oushikom
i/

在
籍
型
出
向
説
明
会
・
相
談
会
・
マ
ッ
チ
ン
グ
会
開
催
迫
る

受け入れ企業

トラック運送 食料品や衛生資材の輸送等が増え、運転
手や倉庫関連の人材不足が進む。

医療機関
病院の来院者案内や防護服・フェイスシ
ールドの制作に人手が必要。調理資格者
は即戦力として大いに期待。

スーパー
マーケット

バックヤードの食材調理が繁忙を極めて
いる為、即戦力の人材確保が急務となっ
ている。

半導体の
設計開発・製造

新規事業の立ち上げにより要員が不足し
ており、製造業の熟練者の確保が必要。

観光産業の
振興を目的と
する法人

地域観光産業の活性化のプランづくりや
職員の指導・育成を目標として、地域企
業から企画部門のマネージメント経験者
を受け入れたい。

送り出し企業

観光バス 観光客の減少によりバス運転手
の雇用維持に苦慮。

旅館・
ホテル

観光客の減少により、接客、調理
担当の従業員の雇用維持に苦慮。

レストラン
現在休業しているが、自粛解除後
を見据えて調理師の雇用維持を
図りたい。

自動車部品・
付属品製造業

異業種でスキルを向上させるこ
とにより、品質検査等のレベルの
底上げを図りたい。

菓子等の
製造販売業

菓子の販売量が減少。これを機に
異業種において企画業務や対外
交渉力などのスキルを向上させ
たい。

マッチング

マッチング

マッチング

マッチング

マッチング

【在籍型出向を活用した事例】
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託
事
業
の
一

環
と
し
て「
就
活
T
V
」（https://shukatsutv.com

/

）

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
あ
る「
学
生
と
企
業
と
の

W
e
b
座
談
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　「
就
活
T
V
」と
は
、
岡
山
大
学
、
山
陽
学
園
大
学
、

環
太
平
洋
大
学
の
学
生
ら
が
手
が
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

サ
イ
ト
の
こ
と
で
あ
り
、
就
活
に
関
す
る
情
報
発
信

の
場
と
し
て
企
画
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
W
e
b
座
談
会
は
こ
の
就
活
T
V
と
コ
ラ

ボ
し
、
参
加
企
業
の
キ
ラ
ッ
と
光
る
魅
力
に
焦
点
を

当
て
、
W
e
b
で
企
業
の
若
手
社
員
と
学
生
が
懇
談
。

岡
山
の
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
組
合
、
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

学
生
の
お
子
様

が
い
る
従
業
員

の
皆
様
に
お
声

が
け
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
募
集
対
象

　
保
護
者
コ
ー
ス
：
主
に
大
学
生
の
親
御
さ
ま

　
そ
の
他
コ
ー
ス
：
大
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

　
申
し
込
み
ペ
ー
ジ

https://shukatsutv.com
/okym

w
eb/

就
活
T
V
コ
ラ
ボ
企
画「
学
生
と
企
業
と
の

W
e
b
座
談
会
」参
加
学
生・保
護
者
様
募
集
中

岡
山
県
中
央
会
で
は
岡
山
県
の
委
託
を

受
け
、
県
内
外
の
学
生
に
対
し
て
県
内
へ

の
就
職
を
促
す
た
め
、
岡
山
の
企
業
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

推
進
し
て
お
り
、
今
般
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」

「
事
前
研
修
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム「
Z
o
o
m
」を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
学
生
は「
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」で
県

内
企
業
の
担
当
者
か
ら
企
業
概
要
や
イ
ン

タ
ー
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
を
受
け
実

習
先
を
探
し
、「
事
前
研
修
会
」で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
臨
む
た
め
の
心
構
え

や
、
挨
拶
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

●
内
容

①
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア（
女
子
学
生
の
み
対
象
）

2
0
2
1
年
7
月
10
日

12
時
30
分
〜
16
時
45
分

　
参
加
企
業
約
30
社

②
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

2
0
2
1
年
7
月
11
日
　
9
時
30
分
〜
16
時
45
分

　
参
加
企
業
約
60
社

③
事
前
研
修
会

2
0
2
1
年
7
月
17
日

13
時
30
分
〜
16
時

「
役
に
立
つ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
！
」

　
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
　
水
野
涼
氏

　「
マ
ナ
ー
講
座
：
言
葉
づ
か
い
、
コ
ミ
ュ

　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど
」

㈱
ト
ー
キ
ン
グ
・
ア
イ
　
渡
壁
恵
子
氏

●
募
集
対
象

　
い
ず
れ
も
参
加
対
象
は
、
2
0
2
3
年

３
月
以
降
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
等

卒
業
予
定
の
学
生
と
な
り
ま
す
。

　（
但
し
①
は
女
子
学
生
の
み
対
象
）

●
参
加
者
申
込
み
方
法

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
企
業
情
報
サ
イ
ト

「
き
ら
☆
お
か
」お
知
ら
せ
欄
よ
り
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kirari-okayam

a.jp/

●
組
合
・
企
業
さ
ま
へ
の
お
願
い

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
学
生
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
な
ど
余
儀
な
く
さ
れ
、
就
職

に
関
し
て
も
、
企
業
の
情
報
を
得
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
か
ら
就
活
を
始
め
る
お
子
様
が
い

る
従
業
員
の
皆
様
に
も
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
企
業
人
材
支
援
課

We
b
を
使
っ
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
参
加
学
生
募
集
中
！

コース名 開催日 参加企業
保護者コース 8/10 ㈱両備ホールディングス ㈱岡山村田製作所 おかやま信用金庫
総合コース 1 8/23 玉島信用金庫 クラブン㈱ 山陽新聞社 ㈱ププレひまわり
工学系学生コース 8/25 ㈱両備システムズ 萩原工業㈱ ナカシマプロペラ㈱ 双葉電機㈱
留学生コース 8/27 ㈱アステア 片山工業㈱ マックスバリュー西日本㈱
県北企業コース 8/30 銘建工業㈱ ㈱ソフィア ㈱山田養蜂場
総合コース 2 8/31 ㈱ビザビ ㈱ティ・シー・シー JAおかやま ㈱サンラヴィアン
総合コース 3 9/3 ㈱創心會 ㈱ダブルツリーホールディングス ㈱トマト銀行 ㈱天満屋ストア
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
林
水
産
省

の「
地
域
食
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以
下
、

「
L
F
P
」と
い
う
。）推
進
事
業
」に
取
り
組
む
、
岡

山
県
の
L
F
P
事
務
局
業
務
委
託
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
都
道
府
県
が
、
自
ら
管
轄
す
る
区
域

の
食
と
農
に
関
す
る
多
様
な
関
係
者
が
参
画
し
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、
地
域
の
農
林
水
産
物

等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ロ
ー
カ
ル

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
取
組
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　
今
年
度
当
会
で
は
、
岡
山
県
と
連
携
の
う
え
、「
岡

山
甘
栗
」を
地
域
資
源
と
し
て
、
お
か
や
ま
地
域
食
農

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
お
か
や
ま
L
F
P
）」に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
お
か
や
ま
L
F
P
に
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
Ｌ
Ｆ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー（
※
）を
募
集

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
※
）Ｌ
Ｆ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は

　
本
県
の
農
林
水
産
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

持
続
的
な
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

た
め
に
必
要
な
、
農
林
漁
業
者
、
加
工
事
業
者
、
そ
の

他
の
商
工
業
者
、
流
通
・
販
売
事
業
者
、
観
光
事
業

者
、
金
融
機
関
、
大
学
、
試
験
研
究
機
関
、
各
種
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
食
品
産
業
以
外
の
異
業
種
の
事
業
者
等

で
、
こ
の
取
組
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
、

団
体
、
個
人
を
い
い
ま
す
。

HP

：https://www.okachu.or.jp/2021/06/23/lfpokayama/

お
か
や
ま
地
域
食
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
お
か
や
ま
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）に
取
り
組
み
ま
す
！

中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金

返
還
支
援
事
業（
岡
山
県
補
助
金
）は
、
県

外
か
ら
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
若
手
社

員
に
対
し
、
手
当
の
支
給
等
に
よ
り
奨
学

金
返
還
支
援
を
行
う
県
内
企
業
に
対
し
、

支
給
額
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
本
事
業
を
活
用
し
て
採
用
活
動

を
行
っ
て
い
る
、
㈱
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
㈱
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
総

合
建
設
業
を
営
む
企
業
で
、
資
本
金
8
千

万
円
、
従
業
員
数
95
人
の
会
社
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
3
月
に
奨

学
金
返
済
支
援
金
規
程
を
整
備
。
入
社
6

年
目
ま
で
の
正
社
員
を
対
象
に
36
か
月
ま

で
毎
月
1
万
5
千
円
を
支
給
す
る
規
定
と

し
て
お
り
、
2
0
2
0
年
度
は
3
人
が
補

助
金
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
奨
学
金
返
還
支
援
を
始
め
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
創
業
1
1
5
年
を
迎
え
る
2
0
3
0
年

に
向
け
た
人
事
計
画「M

ATSU
M
O
TO

N
EXT 115

」を
2
0
2
0
年
度
に
作
成

し
ま
し
た
。

　
そ
の
骨
子
に「
採
用
と
育
成
の
強
化
と

I
T
化
」を
掲
げ
、
O
J
T
・
メ
ン
タ
ー
制

度
・
採
用
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
企
業
に
よ
る
社
員
教
育
・
社
内
シ

ス
テ
ム
の
I
T
化
等
の
人
的
投
資
を
行

い
、
戦
略
的
な
労
働
環
境
の
改
善
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
も

そ
の
一
環
と
し
て
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

②
取
組
後
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
感
じ
て

　
い
ま
す
か
。

　
本
制
度
を
利
用
す
る
3
名
の
社
員
か
ら

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
会
社

説
明
会
に
は
1
0
0
人
以
上
の
学
生
が
参

加
し
て
お
り
、
取
組
を
P
R
す
る
こ
と
で
、

優
秀
な
人
財
の
獲
得
と
、
計
画
的
な
採
用

に
向
け
た
効
果
が
あ
る
と
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
側
に
も
企
業
側
に
も
経
済
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
且
つ
採
用
計
画
・
人
財
投

資
へ
の
有
効
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
企
業

と
し
て
の
社
会
的
責
任
の
一
端
を
果
た
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

員
の
副
次
的
作
用
と
し
て
、
会
社
へ
の
帰

属
意
識
・
愛
社
精
神
の
醸
成
に
も
寄
与
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

　
現
在
も
少
子
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
の

解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
地
方
で
は

地
産
地
消
、
地
域
創
生
、
若
者
の
県
外
流

出
防
止
な
ど
様
々
な
施
策
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
一
環
が
本
制
度
で
、
未
来
の
地
域

社
会
を
支
え
る
人
財
確
保
は
地
方
創
成
の

礎
で
あ
り
、
企
業
は
本
制
度
を
社
員
採
用

活
動
に
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
行
政
に
は
、
更
な
る
予
算
の

拡
大
も
重
要
で
す
が
、
様
々
な
施
策
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
当
社
も
岡
山
の
地
で
建
設

業
者
と
し
て
創
業
１
０
６
年
を
迎
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
貢
献
が
少

し
で
も
叶
う
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

  

従
業
員
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
職
活
動
を
行
う
中
で
、
㈱
ま
つ
も
と

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
を
導
入
し
て
い
る
と
聞
い
て
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
実
際
に

手
当
を
支
給
し
て
も
ら
っ
て
ど
う
で
す
か
。

奨
学
金
の
返
還
で
苦
し
む
社
会
人
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
見
る
こ
と
が
あ
り
、
自

分
も
本
当
に
返
せ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
福
利

厚
生
の
一
つ
と
し
て
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
か
っ

た
で
す
。

　
経
済
的
負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
で
、

会
社
の
近
く
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
お

り
、
通
勤
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
ま
し

た
。
そ
の
時
間
を
有
効
活
用
し
て
資
格
の

勉
強
に
充
て
る
こ
と
で
、
会
社
に
還
元
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

株
式
会
社
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ん
ば
る
企
業
＝
奨
学
金
返
還
支
援
事
例
紹
介
＝

若
手
社
員
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
、
人
財
確
保
に
活
用

代表取締役社長 北川 克弘 氏

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

岡
山
県
中
央
会
で
は
、
共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」を
対
象
に
、
業
務
委
託

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県
中
央
会

が
業
務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の
従
業
員
が
、

対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら
の
切
り
替
え
た

場
合
、
中
央
会
が
組
合
に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払

い
す
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

『
大
樹
生
命
』の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉

①
事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策（
経
営
者
の
入
院
・
疾

病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※
年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算（
年
払
保
険
料
×

1
/
12
）し
ま
す
。

※
加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算
し
、
一

括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
業
務
委
託
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ：
業
務
委
託
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ：
組
合
財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
扱
い
と
な
る
た

め
保
険
料
が
割
安（
最
大
３
％
割
引
）と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
契
約
者（
組
合
員
企
業
又
は
そ
の
従
業
員
）

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ：
組
合
で
は
保
険
代
理
店
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

重
複
し
て
も
良
い
の
で
す
か
？

Ａ：「
損
害
保
険
」の
代
理
店
と
は
異
な
り
、「
生
命
保
険
」

の
Ｐ
Ｒ
協
力
等
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
代
理
店
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
全
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ：
制
度
導
入
後
の
業
務
内
容
は
？

Ａ：
面
倒
な
事
務
手
続
は
な
く
、
組
合
員
確
認（
名
簿
提

出
等
）と
Ｐ
Ｒ
協
力
な
ど
で
す
。（
一
般
的
な
損
保
登

録
代
理
店
業
務
の
様
な
手
続
業
務
、
事
務
作
業
等
は

発
生
し
ま
せ
ん
）

Ｑ：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
付
や
商
品
の
説
明
は
ど
う
す
る
？

Ａ：
中
央
会
が
引
き
受
け
ま
す
。
ま
た
、
委
託
会
社（
大

樹
生
命
）の
営
業
担
当
を
現
地
派
遣
い
た
し
ま
す
。

Ｑ：
加
入
促
進
手
数
料
は
毎
年
継
続
し
て
支
払
わ
れ
る
の
？

Ａ：
１
期
間
中
の
契
約
成
立
時
の
み
で
す
。（
契
約
成
立

が
あ
る
当
該
期
間
を
対
象
）

Ｑ：「
大
樹
生
命
」の
保
険
商
品
に
既
契
約
が
あ
り
ま
す

が
、
加
入
促
進
手
数
料
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ：
法
人
・
個
人
契
約
と
も
既
契
約（
一
般
契
約
）を
中
央

会
扱
い
に
切
替
す
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ：
一
般
契
約
と
中
央
会
扱
い
と
の
違
い
は
何
で
す
か
？

Ａ：
団
体
扱
い
に
よ
り
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
ほ
か
、
保

険
料
収
納
元
が
中
央
会（
振
替
日
は
毎
月
23
日
）と

な
り
ま
す
が
、
商
品
内
容
そ
の
も
の
は
全
く
か
わ
り

ま
せ
ん
。

月額保険料

～5,000円

  5,001円～10,000円

10,001円～15,000円

15,001円～20,000円

20,001円～25,000円

25,001円～30,000円

30,001円～35,000円

35,001円～40,000円

40,001円～45,000円

45,001円～50,000円

50,001円～　　　

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

7,000円

9,000円

11,000円

13,000円

15,000円

17,000円

20,000円

加入促進
手数料
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
林
水
産
省

の「
地
域
食
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以
下
、

「
L
F
P
」と
い
う
。）推
進
事
業
」に
取
り
組
む
、
岡

山
県
の
L
F
P
事
務
局
業
務
委
託
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
都
道
府
県
が
、
自
ら
管
轄
す
る
区
域

の
食
と
農
に
関
す
る
多
様
な
関
係
者
が
参
画
し
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、
地
域
の
農
林
水
産
物

等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ロ
ー
カ
ル

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
取
組
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　
今
年
度
当
会
で
は
、
岡
山
県
と
連
携
の
う
え
、「
岡

山
甘
栗
」を
地
域
資
源
と
し
て
、
お
か
や
ま
地
域
食
農

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
お
か
や
ま
L
F
P
）」に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
お
か
や
ま
L
F
P
に
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
Ｌ
Ｆ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー（
※
）を
募
集

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
※
）Ｌ
Ｆ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は

　
本
県
の
農
林
水
産
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

持
続
的
な
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

た
め
に
必
要
な
、
農
林
漁
業
者
、
加
工
事
業
者
、
そ
の

他
の
商
工
業
者
、
流
通
・
販
売
事
業
者
、
観
光
事
業

者
、
金
融
機
関
、
大
学
、
試
験
研
究
機
関
、
各
種
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
食
品
産
業
以
外
の
異
業
種
の
事
業
者
等

で
、
こ
の
取
組
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
、

団
体
、
個
人
を
い
い
ま
す
。

HP

：https://www.okachu.or.jp/2021/06/23/lfpokayama/

お
か
や
ま
地
域
食
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
お
か
や
ま
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）に
取
り
組
み
ま
す
！

中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金

返
還
支
援
事
業（
岡
山
県
補
助
金
）は
、
県

外
か
ら
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
若
手
社

員
に
対
し
、
手
当
の
支
給
等
に
よ
り
奨
学

金
返
還
支
援
を
行
う
県
内
企
業
に
対
し
、

支
給
額
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
本
事
業
を
活
用
し
て
採
用
活
動

を
行
っ
て
い
る
、
㈱
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
㈱
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
総

合
建
設
業
を
営
む
企
業
で
、
資
本
金
8
千

万
円
、
従
業
員
数
95
人
の
会
社
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
3
月
に
奨

学
金
返
済
支
援
金
規
程
を
整
備
。
入
社
6

年
目
ま
で
の
正
社
員
を
対
象
に
36
か
月
ま

で
毎
月
1
万
5
千
円
を
支
給
す
る
規
定
と

し
て
お
り
、
2
0
2
0
年
度
は
3
人
が
補

助
金
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
奨
学
金
返
還
支
援
を
始
め
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
創
業
1
1
5
年
を
迎
え
る
2
0
3
0
年

に
向
け
た
人
事
計
画「M

ATSU
M
O
TO

N
EXT 115

」を
2
0
2
0
年
度
に
作
成

し
ま
し
た
。

　
そ
の
骨
子
に「
採
用
と
育
成
の
強
化
と

I
T
化
」を
掲
げ
、
O
J
T
・
メ
ン
タ
ー
制

度
・
採
用
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
企
業
に
よ
る
社
員
教
育
・
社
内
シ

ス
テ
ム
の
I
T
化
等
の
人
的
投
資
を
行

い
、
戦
略
的
な
労
働
環
境
の
改
善
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
も

そ
の
一
環
と
し
て
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

②
取
組
後
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
感
じ
て

　
い
ま
す
か
。

　
本
制
度
を
利
用
す
る
3
名
の
社
員
か
ら

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
会
社

説
明
会
に
は
1
0
0
人
以
上
の
学
生
が
参

加
し
て
お
り
、
取
組
を
P
R
す
る
こ
と
で
、

優
秀
な
人
財
の
獲
得
と
、
計
画
的
な
採
用

に
向
け
た
効
果
が
あ
る
と
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
側
に
も
企
業
側
に
も
経
済
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
且
つ
採
用
計
画
・
人
財
投

資
へ
の
有
効
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
企
業

と
し
て
の
社
会
的
責
任
の
一
端
を
果
た
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

員
の
副
次
的
作
用
と
し
て
、
会
社
へ
の
帰

属
意
識
・
愛
社
精
神
の
醸
成
に
も
寄
与
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

　
現
在
も
少
子
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
の

解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
地
方
で
は

地
産
地
消
、
地
域
創
生
、
若
者
の
県
外
流

出
防
止
な
ど
様
々
な
施
策
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
一
環
が
本
制
度
で
、
未
来
の
地
域

社
会
を
支
え
る
人
財
確
保
は
地
方
創
成
の

礎
で
あ
り
、
企
業
は
本
制
度
を
社
員
採
用

活
動
に
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
行
政
に
は
、
更
な
る
予
算
の

拡
大
も
重
要
で
す
が
、
様
々
な
施
策
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
当
社
も
岡
山
の
地
で
建
設

業
者
と
し
て
創
業
１
０
６
年
を
迎
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
貢
献
が
少

し
で
も
叶
う
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

  

従
業
員
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
職
活
動
を
行
う
中
で
、
㈱
ま
つ
も
と

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
を
導
入
し
て
い
る
と
聞
い
て
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
実
際
に

手
当
を
支
給
し
て
も
ら
っ
て
ど
う
で
す
か
。

奨
学
金
の
返
還
で
苦
し
む
社
会
人
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
見
る
こ
と
が
あ
り
、
自

分
も
本
当
に
返
せ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
福
利

厚
生
の
一
つ
と
し
て
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
か
っ

た
で
す
。

　
経
済
的
負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
で
、

会
社
の
近
く
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
お

り
、
通
勤
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
ま
し

た
。
そ
の
時
間
を
有
効
活
用
し
て
資
格
の

勉
強
に
充
て
る
こ
と
で
、
会
社
に
還
元
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

株
式
会
社
ま
つ
も
と
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ん
ば
る
企
業
＝
奨
学
金
返
還
支
援
事
例
紹
介
＝

若
手
社
員
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
、
人
財
確
保
に
活
用

代表取締役社長 北川 克弘 氏

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

岡
山
県
中
央
会
で
は
、
共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」を
対
象
に
、
業
務
委
託

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県
中
央
会

が
業
務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の
従
業
員
が
、

対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら
の
切
り
替
え
た

場
合
、
中
央
会
が
組
合
に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払

い
す
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

『
大
樹
生
命
』の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉

①
事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策（
経
営
者
の
入
院
・
疾

病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※
年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算（
年
払
保
険
料
×

1
/
12
）し
ま
す
。

※
加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算
し
、
一

括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
業
務
委
託
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ：
業
務
委
託
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ：
組
合
財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
扱
い
と
な
る
た

め
保
険
料
が
割
安（
最
大
３
％
割
引
）と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
契
約
者（
組
合
員
企
業
又
は
そ
の
従
業
員
）

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ：
組
合
で
は
保
険
代
理
店
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

重
複
し
て
も
良
い
の
で
す
か
？

Ａ：「
損
害
保
険
」の
代
理
店
と
は
異
な
り
、「
生
命
保
険
」

の
Ｐ
Ｒ
協
力
等
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
代
理
店
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
全
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ：
制
度
導
入
後
の
業
務
内
容
は
？

Ａ：
面
倒
な
事
務
手
続
は
な
く
、
組
合
員
確
認（
名
簿
提

出
等
）と
Ｐ
Ｒ
協
力
な
ど
で
す
。（
一
般
的
な
損
保
登

録
代
理
店
業
務
の
様
な
手
続
業
務
、
事
務
作
業
等
は

発
生
し
ま
せ
ん
）

Ｑ：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
付
や
商
品
の
説
明
は
ど
う
す
る
？

Ａ：
中
央
会
が
引
き
受
け
ま
す
。
ま
た
、
委
託
会
社（
大

樹
生
命
）の
営
業
担
当
を
現
地
派
遣
い
た
し
ま
す
。

Ｑ：
加
入
促
進
手
数
料
は
毎
年
継
続
し
て
支
払
わ
れ
る
の
？

Ａ：
１
期
間
中
の
契
約
成
立
時
の
み
で
す
。（
契
約
成
立

が
あ
る
当
該
期
間
を
対
象
）

Ｑ：「
大
樹
生
命
」の
保
険
商
品
に
既
契
約
が
あ
り
ま
す

が
、
加
入
促
進
手
数
料
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ：
法
人
・
個
人
契
約
と
も
既
契
約（
一
般
契
約
）を
中
央

会
扱
い
に
切
替
す
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ：
一
般
契
約
と
中
央
会
扱
い
と
の
違
い
は
何
で
す
か
？

Ａ：
団
体
扱
い
に
よ
り
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
ほ
か
、
保

険
料
収
納
元
が
中
央
会（
振
替
日
は
毎
月
23
日
）と

な
り
ま
す
が
、
商
品
内
容
そ
の
も
の
は
全
く
か
わ
り

ま
せ
ん
。

月額保険料

～5,000円

  5,001円～10,000円

10,001円～15,000円

15,001円～20,000円

20,001円～25,000円

25,001円～30,000円

30,001円～35,000円

35,001円～40,000円

40,001円～45,000円

45,001円～50,000円

50,001円～　　　

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

7,000円

9,000円

11,000円

13,000円

15,000円

17,000円

20,000円

加入促進
手数料
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中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
1
年
7
月
号

中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
1
年
7
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

　
　
　
　

先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
江
別
工
業
団
地
協
同
組
合
は
、
江
別
市
の

工
業
製
造
品
出
荷
額
の
約
半
分
を
占
め
る

重
要
な
産
業
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
地
域
に
お
け
る
認
知
度
は
乏
し
く
、
安

定
し
た
人
材
確
保
に
困
難
性
を
有
す
る
組

合
員
企
業
が
多
い
。
そ
こ
で
、
市
内
の
大
学

と
連
携
し
、
将
来
の
就
労
世
代
で
あ
る
大
学

生
自
身
に
企
業
の
個
性
、
魅
力
な
ど
就
職
の

判
断
材
料
と
な
る
情
報
の
発
信
を
担
っ
て

も
ら
い
、
組
合
員
企
業
の
認
知
・
浸
透
を
図

る
こ
と
で
、
将
来
の
円
滑
な
人
材
確
保
を
目

指
す
た
め
、
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

市
内
4
大
学
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
う
ち

1
校
で
経
営
学
部
キ
ャ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
専
攻
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
受
け
入
れ
が
決
定
し
ま
し
た
。
取
材

に
先
駆
け
、
大
学
構
内
に
お
い
て
組
合
役
員

主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
指

導
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
に
よ
る
広
報
原
稿

作
成
に
向
け
た
講
義
を
行
い
、
学
生
た
ち
に

企
業
の
広
報
担
当
者
と
し
て
の
基
本
姿
勢

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
取
材
方
針
や
誌
面
レ
イ
ア
ウ
ト
は
全
面

的
に
学
生
の
自
由
裁
量
に
委
ね
、「
企
業
が

P
R
し
た
い
こ
と
」、「
分
か
り
や
す
い
情
報

が
欲
し
い
読
者
」双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

広
報
誌
を
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か

し
て
制
作
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
23

社
、
平
成
29
年
度
は
34
社
、
平
成
30
年
度
に

は
14
社
の
組
合
員
企
業
を
取
材
。
学
生
た

ち
の
編
集
、
組
合
事
務
局
の
校
正
を
経
て

完
成
し
た
原
稿
は
組
合
広
報
誌「
広
報
つ
い

し
か
り
」に
掲
載
さ
れ
、
取
材
先
企
業
や
地

域
住
民
、
学
生
た
ち
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
あ
た
り
課
題
と

な
っ
た
の
が
取
材
先
企
業
の
確
保
で
す
。

大
学
の
時
間
割
の
都
合
上
、
取
材
時
間
が

金
曜
日
午
後
3
時
半
以
降
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
社
長
及
び
担
当
者
が
不
在
で

対
応
で
き
な
い
企
業
、
週
末
の
午
後
に
は

商
品
の
製
造
工
程
が
終
了

し
て
い
る
企
業
等
が
多

く
、
企
業
側
の
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
が
難
航
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
組
合
が
、

組
合
員
企
業
と
大
学
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
か
ら

学
生
対
応
ま
で
一
貫
し
て

統
括
し
た
た
め
、
受
け
入

れ
企
業
は
本
来
の
自
己
の
業
務
に
支
障
を

生
じ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
学
生
も
ス
ム
ー

ズ
に
取
材
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
業
の

成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
材
経
験
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
実
際
に
団
地
内
企
業
へ

の
就
職
を
決
め
た
学
生
や
、
広
告
代
理
店
に

就
職
し
た
学
生
が
現
れ
る
な
ど
、
職
業
選
択

時
の
意
思
決
定
に
及
ぼ
す
一
定
の
効
果
は

実
証
さ
れ
た
も
の
の
、
企
業
情
報
の
認
知

度
・
浸
透
度
合
い
は
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
情
報
へ
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
を
目
指
し
、
今
回
取
材

で
き
な
か
っ
た
企
業
へ
取
材
を
打
診
す
る

ほ
か
、
情
報
系
大
学
と
連
携
し
て
組
合
P
R

動
画
を
制
作
・
公
開
し
、
よ
り
多
く
の
若
者

に
向
け
て
市
内
の
企
業
が
持
つ
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
人
材
確
保

の
円
滑
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
専
務
理
事
を

中
心
に
組
合
事
務
局
が
取
材
交
渉
等
の
事

務
作
業
全
般
を
統
括
し
、
学
生
と
企
業
の
橋

渡
し
役
と
な
る
な
ど
、
学
生
を
全
面
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
、
企
業
取
材
の
方
針
に
関

し
て
制
限
を
設
け
ず
学
生
の
自
由
裁
量
に

任
せ
た
こ
と
が
学
生
側
の
主
体
性
の
向
上

と
興
味
関
心
の
促
進
に
つ
な
が
り
、
団
地
内

企
業
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
専
務
理
事
が
専
任
の
窓
口
と
な
り
、

行
政
機
関
や
大
学
へ
の
企
画
提
案
、
学
生
の

事
前
指
導
計
画
策
定
な
ど
事
務
作
業
全
般

を
統
括
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
決

定
と
事
業
運
営
に
つ
な
が
っ
た
。

組
合
デ
ー
タ

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

所
在
地
：
北
海
道
江
別
市
工
栄
町
15
番
地
の
1

設
　
立
：
1
9
7
4
年
11
月

主
な
業
種
：
異
業
種（
食
料
品
製
造
業
な
ど
）

組
合
員
数
：
1
3
6
人

出
資
金
：
1
5
2
，
0
7
5
千
円

U
R
L
：http://www.ebetsu-kougyou.jp/

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：
2
0
1
9
年
度
）よ
り

Point

チ
ー
ム
江
別
の
力
〜
江
別
工
業
団
地
協
同
組
合
×
地
元
大
学
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

本
事
業
は
、
中
小
企
業
が
単
独
で
解
決
す
る
こ
と
が

難
し
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業
組
合
等

で
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
、
全
国
中
央
会

が
国
の
補
助
を
受
け
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
7
月

16
日
〜
8
月
13
日
ま
で
第
3
次
公
募
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
要
件
等
の
詳
細
は
全
国
中
央
会
の
公
募
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
6
／
10
以
内

●
事
業
の
種
類
と
補
助
金
額

①
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

調
査
研
究
や
新
製
品
・
新
技
術
等
の
試
作
開
発
、
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
等
に
つ
い
て
支
援
。
ま
た
組
合
や
組
合
員

等
の
既
存
の
製
品
及
び
技
術
等
を
持
ち
寄
っ
て
行
う

展
示
会
等
に
出
展
・
開
催
す
る
取
組
に
対
し
て
支
援
。

補
助
上
限
額
：
2
，0
0
0
万
円（
展
示
会
は
1
，2
0
0
万
円
）

②
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
開
発
事
業

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
目
指
し

た
組
合
事
業
等
の
業
務
分
析
、
計
画
立
案
等
に
つ
い
て

支
援
。
ま
た
組
合
等
を
基
盤
と
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
、
組
合
員
の
業
務
効
率
化
の
た
め
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
等
に
つ
い
て
支
援
。

補
助
上
限
額
：
2
，0
0
0
万
円

③
連
合
会（
全
国
組
合
）等
研
修
事
業

　
全
国
地
区（
15
都
道
府
県
以
上
の
地
区
）の
連
合
会
等

　
が
実
施
す
る
、
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
。

　
補
助
上
限
額
：
3
0
0
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
一
課
、二
課

　（
全
国
中
央
会
公
募
ペ
ー
ジ
）

https://w
w
w
.chuokai.or.jp/josei/kadai/

kadaitaiou-index.htm
l

中
小
企
業
組
合
等
課
題
対
応

支
援
事
業
の
ご
案
内

協
同
組
合
備
州
地
区
開
発
は
、
早
島
町
地
区
の
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
事
業
者
が
集
ま
り
、
2
0
2
1
年

4
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
土
地
開
発
時
の
造
成
工
事

に
発
生
す
る
土
砂
の
運
搬
の
共
同
受
注
を
行
う
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
が
拠
点
と
す
る
早
島
町
地
区
は
、
交
通
の

結
節
点
で
も
あ
り
多
く
の
企
業
誘
致
が
行
わ
れ
、
現

在
も
開
発
計
画
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
各

社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
元
受
事
業
者
に
対
し
て
営
業
活
動

を
行
い
、
個
別
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
組
合
員
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は

い
わ
ゆ
る「
一
人
親
方
」と
し
て
独
立
し
た
個
人
事
業

主
が
多
く
、
個
別
に
営
業
活
動
を
行
う
の
に
は
限
界

が
あ
る
の
が
現
状
で
し
た
。

　
そ
こ
で
協
同
組
合
を
設
立
。
運
搬
業
務
に
つ
い
て

ま
と
め
て
営
業
、
共
同
受
注
を
行
う
こ
と
で
、
年
間
を

通
じ
て
一
定
の
受
注
を
確
保
し
、
季
節
変
動
が
大
き

い
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
い
て
も
、
経
営
の
安

定
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
共
通
物
品
の
共
同
購
買
、
不

動
産
斡
旋
業
務
、
土
木
工
事
等
の
斡
旋
に
つ
い
て
も
、

活
動
を
広
げ
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

組
合
情
報

組
合
名
　
協
同
組
合
備
州
地
区
開
発

住
　
　
所
　
岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
早
島
1
6
1
9
番
地
8

電
　
　
話
　
0
8
6
‐
4
8
2
‐
0
3
0
3

設
　
　
立
　
2
0
2
1
年
4
月
７
日

組
合
員
数
　
4
社

      

　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
二
課
　
北
山
）

協
同
組
合
備
州
地
区
開
発

新
設
組
合

紹
介

県
内
和
菓
子
店
11
店
舗

を
会
員
と
す
る
岡
山
県
菓

子
工
業
組
合
青
年
部
は
、

今
年
の
３
月
に
天
満
屋
岡

山
店
に
て
い
ち
ご
大
福
展
、

５
月
に
は
ど
ら
焼
き
展
を

開
催
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
和
菓
子
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
お
土
産
品
の
売
上
減
少
の
影
響
を
受
け
て

い
る
会
員
も
多
く
、
厳
し
い
現
状
を
力
を
合
わ
せ
て

乗
り
越
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
頂
き
、
和
菓
子
業
界
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
今
年
度
よ
り
組
合
青
年
部
の
愛
称
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
会
員
企
業
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
制
作
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
５
月
31
日

に
は
第
１
回
目
の
開
催
と
な
る
委
員
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性
や
委
託
す

る
事
業
者
の
検
討
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
協

議
を
重
ね
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
に
つ
い
て
は
８
、
９
月

頃
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
作
後
第

１
弾
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
会
員
の
各
店
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

青
年
部
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
制
作
に
よ
る

認
知
度
向
上
を
目
指
す

岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部

学生にとってこの経験は大きな財産

組合HPより
PR動画が
ご覧いただけます。

プロのカメラマンによる撮影指導

第１回委員会の様子
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中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
1
年
7
月
号

中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
1
年
7
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

　
　
　
　

先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
江
別
工
業
団
地
協
同
組
合
は
、
江
別
市
の

工
業
製
造
品
出
荷
額
の
約
半
分
を
占
め
る

重
要
な
産
業
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
地
域
に
お
け
る
認
知
度
は
乏
し
く
、
安

定
し
た
人
材
確
保
に
困
難
性
を
有
す
る
組

合
員
企
業
が
多
い
。
そ
こ
で
、
市
内
の
大
学

と
連
携
し
、
将
来
の
就
労
世
代
で
あ
る
大
学

生
自
身
に
企
業
の
個
性
、
魅
力
な
ど
就
職
の

判
断
材
料
と
な
る
情
報
の
発
信
を
担
っ
て

も
ら
い
、
組
合
員
企
業
の
認
知
・
浸
透
を
図

る
こ
と
で
、
将
来
の
円
滑
な
人
材
確
保
を
目

指
す
た
め
、
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

市
内
4
大
学
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
う
ち

1
校
で
経
営
学
部
キ
ャ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
専
攻
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
受
け
入
れ
が
決
定
し
ま
し
た
。
取
材

に
先
駆
け
、
大
学
構
内
に
お
い
て
組
合
役
員

主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
指

導
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
に
よ
る
広
報
原
稿

作
成
に
向
け
た
講
義
を
行
い
、
学
生
た
ち
に

企
業
の
広
報
担
当
者
と
し
て
の
基
本
姿
勢

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
取
材
方
針
や
誌
面
レ
イ
ア
ウ
ト
は
全
面

的
に
学
生
の
自
由
裁
量
に
委
ね
、「
企
業
が

P
R
し
た
い
こ
と
」、「
分
か
り
や
す
い
情
報

が
欲
し
い
読
者
」双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

広
報
誌
を
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か

し
て
制
作
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
23

社
、
平
成
29
年
度
は
34
社
、
平
成
30
年
度
に

は
14
社
の
組
合
員
企
業
を
取
材
。
学
生
た

ち
の
編
集
、
組
合
事
務
局
の
校
正
を
経
て

完
成
し
た
原
稿
は
組
合
広
報
誌「
広
報
つ
い

し
か
り
」に
掲
載
さ
れ
、
取
材
先
企
業
や
地

域
住
民
、
学
生
た
ち
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
あ
た
り
課
題
と

な
っ
た
の
が
取
材
先
企
業
の
確
保
で
す
。

大
学
の
時
間
割
の
都
合
上
、
取
材
時
間
が

金
曜
日
午
後
3
時
半
以
降
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
社
長
及
び
担
当
者
が
不
在
で

対
応
で
き
な
い
企
業
、
週
末
の
午
後
に
は

商
品
の
製
造
工
程
が
終
了

し
て
い
る
企
業
等
が
多

く
、
企
業
側
の
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
が
難
航
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
組
合
が
、

組
合
員
企
業
と
大
学
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
か
ら

学
生
対
応
ま
で
一
貫
し
て

統
括
し
た
た
め
、
受
け
入

れ
企
業
は
本
来
の
自
己
の
業
務
に
支
障
を

生
じ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
学
生
も
ス
ム
ー

ズ
に
取
材
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
業
の

成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
材
経
験
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
実
際
に
団
地
内
企
業
へ

の
就
職
を
決
め
た
学
生
や
、
広
告
代
理
店
に

就
職
し
た
学
生
が
現
れ
る
な
ど
、
職
業
選
択

時
の
意
思
決
定
に
及
ぼ
す
一
定
の
効
果
は

実
証
さ
れ
た
も
の
の
、
企
業
情
報
の
認
知

度
・
浸
透
度
合
い
は
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
情
報
へ
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
を
目
指
し
、
今
回
取
材

で
き
な
か
っ
た
企
業
へ
取
材
を
打
診
す
る

ほ
か
、
情
報
系
大
学
と
連
携
し
て
組
合
P
R

動
画
を
制
作
・
公
開
し
、
よ
り
多
く
の
若
者

に
向
け
て
市
内
の
企
業
が
持
つ
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
人
材
確
保

の
円
滑
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
専
務
理
事
を

中
心
に
組
合
事
務
局
が
取
材
交
渉
等
の
事

務
作
業
全
般
を
統
括
し
、
学
生
と
企
業
の
橋

渡
し
役
と
な
る
な
ど
、
学
生
を
全
面
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
、
企
業
取
材
の
方
針
に
関

し
て
制
限
を
設
け
ず
学
生
の
自
由
裁
量
に

任
せ
た
こ
と
が
学
生
側
の
主
体
性
の
向
上

と
興
味
関
心
の
促
進
に
つ
な
が
り
、
団
地
内

企
業
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
専
務
理
事
が
専
任
の
窓
口
と
な
り
、

行
政
機
関
や
大
学
へ
の
企
画
提
案
、
学
生
の

事
前
指
導
計
画
策
定
な
ど
事
務
作
業
全
般

を
統
括
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
決

定
と
事
業
運
営
に
つ
な
が
っ
た
。

組
合
デ
ー
タ

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

所
在
地
：
北
海
道
江
別
市
工
栄
町
15
番
地
の
1

設
　
立
：
1
9
7
4
年
11
月

主
な
業
種
：
異
業
種（
食
料
品
製
造
業
な
ど
）

組
合
員
数
：
1
3
6
人

出
資
金
：
1
5
2
，
0
7
5
千
円

U
R
L
：http://www.ebetsu-kougyou.jp/

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：
2
0
1
9
年
度
）よ
り

Point

チ
ー
ム
江
別
の
力
〜
江
別
工
業
団
地
協
同
組
合
×
地
元
大
学
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

本
事
業
は
、
中
小
企
業
が
単
独
で
解
決
す
る
こ
と
が

難
し
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業
組
合
等

で
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
、
全
国
中
央
会

が
国
の
補
助
を
受
け
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
7
月

16
日
〜
8
月
13
日
ま
で
第
3
次
公
募
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
要
件
等
の
詳
細
は
全
国
中
央
会
の
公
募
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
6
／
10
以
内

●
事
業
の
種
類
と
補
助
金
額

①
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

調
査
研
究
や
新
製
品
・
新
技
術
等
の
試
作
開
発
、
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
等
に
つ
い
て
支
援
。
ま
た
組
合
や
組
合
員

等
の
既
存
の
製
品
及
び
技
術
等
を
持
ち
寄
っ
て
行
う

展
示
会
等
に
出
展
・
開
催
す
る
取
組
に
対
し
て
支
援
。

補
助
上
限
額
：
2
，0
0
0
万
円（
展
示
会
は
1
，2
0
0
万
円
）

②
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
開
発
事
業

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
目
指
し

た
組
合
事
業
等
の
業
務
分
析
、
計
画
立
案
等
に
つ
い
て

支
援
。
ま
た
組
合
等
を
基
盤
と
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
、
組
合
員
の
業
務
効
率
化
の
た
め
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
等
に
つ
い
て
支
援
。

補
助
上
限
額
：
2
，0
0
0
万
円

③
連
合
会（
全
国
組
合
）等
研
修
事
業

　
全
国
地
区（
15
都
道
府
県
以
上
の
地
区
）の
連
合
会
等

　
が
実
施
す
る
、
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
。

　
補
助
上
限
額
：
3
0
0
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
一
課
、二
課

　（
全
国
中
央
会
公
募
ペ
ー
ジ
）

https://w
w
w
.chuokai.or.jp/josei/kadai/

kadaitaiou-index.htm
l

中
小
企
業
組
合
等
課
題
対
応

支
援
事
業
の
ご
案
内

協
同
組
合
備
州
地
区
開
発
は
、
早
島
町
地
区
の
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
事
業
者
が
集
ま
り
、
2
0
2
1
年

4
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
土
地
開
発
時
の
造
成
工
事

に
発
生
す
る
土
砂
の
運
搬
の
共
同
受
注
を
行
う
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
が
拠
点
と
す
る
早
島
町
地
区
は
、
交
通
の

結
節
点
で
も
あ
り
多
く
の
企
業
誘
致
が
行
わ
れ
、
現

在
も
開
発
計
画
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
各

社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
元
受
事
業
者
に
対
し
て
営
業
活
動

を
行
い
、
個
別
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
組
合
員
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は

い
わ
ゆ
る「
一
人
親
方
」と
し
て
独
立
し
た
個
人
事
業

主
が
多
く
、
個
別
に
営
業
活
動
を
行
う
の
に
は
限
界

が
あ
る
の
が
現
状
で
し
た
。

　
そ
こ
で
協
同
組
合
を
設
立
。
運
搬
業
務
に
つ
い
て

ま
と
め
て
営
業
、
共
同
受
注
を
行
う
こ
と
で
、
年
間
を

通
じ
て
一
定
の
受
注
を
確
保
し
、
季
節
変
動
が
大
き

い
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
い
て
も
、
経
営
の
安

定
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
共
通
物
品
の
共
同
購
買
、
不

動
産
斡
旋
業
務
、
土
木
工
事
等
の
斡
旋
に
つ
い
て
も
、

活
動
を
広
げ
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

組
合
情
報

組
合
名
　
協
同
組
合
備
州
地
区
開
発

住
　
　
所
　
岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
早
島
1
6
1
9
番
地
8

電
　
　
話
　
0
8
6
‐
4
8
2
‐
0
3
0
3

設
　
　
立
　
2
0
2
1
年
4
月
７
日

組
合
員
数
　
4
社

      

　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
二
課
　
北
山
）

協
同
組
合
備
州
地
区
開
発

新
設
組
合

紹
介

県
内
和
菓
子
店
11
店
舗

を
会
員
と
す
る
岡
山
県
菓

子
工
業
組
合
青
年
部
は
、

今
年
の
３
月
に
天
満
屋
岡

山
店
に
て
い
ち
ご
大
福
展
、

５
月
に
は
ど
ら
焼
き
展
を

開
催
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
和
菓
子
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
お
土
産
品
の
売
上
減
少
の
影
響
を
受
け
て

い
る
会
員
も
多
く
、
厳
し
い
現
状
を
力
を
合
わ
せ
て

乗
り
越
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
頂
き
、
和
菓
子
業
界
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
今
年
度
よ
り
組
合
青
年
部
の
愛
称
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
会
員
企
業
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
制
作
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
５
月
31
日

に
は
第
１
回
目
の
開
催
と
な
る
委
員
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性
や
委
託
す

る
事
業
者
の
検
討
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
協

議
を
重
ね
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
に
つ
い
て
は
８
、
９
月

頃
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
作
後
第

１
弾
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
会
員
の
各
店
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

青
年
部
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
制
作
に
よ
る

認
知
度
向
上
を
目
指
す

岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部

学生にとってこの経験は大きな財産

組合HPより
PR動画が
ご覧いただけます。

プロのカメラマンによる撮影指導

第１回委員会の様子



●岡山県の緊急事態宣言が、さらに延長され売上高の減少が長引いている。巣ごもり需要も、味噌・甘酒等の売上にさほ
ど結び付いていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《味噌》
●連休明けは堅調だったが、緊急事態宣言発出後は小売店も低調に。道の駅、直売所なども時間短縮営業、臨時休業で厳
しくなる。食用油の値上げが続いており卸売業者も苦しい状況。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》
●コロナ禍前に戻ること無く、厳しい状況が長期化している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《酒造》

●緊急事態宣言が出ていた前年同月よりは好転しているが、一昨年同月レベルまでには回復していない。《織物業・井原》

●北米等の住宅需要の高まりによる木材の産地価格上昇、及び世界的なコンテナ不足と海上運賃の値上げが要因となり、
外国産木材製品等の価格が上昇している。その代替として国産材製品への引き合いも強くなっており、製品価格が高
騰し販売量も増加、多くの製材工場や製品市場の売上金額が上昇している。木材製品が入手しづらい事から、一部の
ハウスメーカー等では着工戸数の制限や着工時期の先延ばし等の対策を講じるところも出ている。製品価格の上昇は、
住宅受注金額への転嫁に繋がることから、今後の需給状況や製品価格の動きによっては、住宅着工戸数の減少も危惧
される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症により、イベントの中止や販促計画の変更などで大変厳しい状況が続いている。又、新規
採用など従業員の確保も難しい。製品ニーズへの変化対応が急務。　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●業界動向は昨年の新型コロナウイルス感染症による景気の落ち込みからは回復しつつあるものの、半導体不足の影響
が顕著になってきている。原料の需給も一部逼迫し価格上昇につながっており、今後の動向を注視している。　《ゴム》

●業種間の好調・不調が拡大。自動車関係の業種からの受注はテンポが遅くなっている。素材（鉄工関係）の価格は上昇
しており入手悪化。海上輸送コンテナの予約難と輸送費上昇。　　　　　　　　　　　　　　　　《機械器具・東岡山》
●岡山県下に緊急事態宣言が発出され、自粛ムードのなか非対面での営業を進めている。早期の収束を願う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《鉄工・津山》
●回復傾向にあり、設備操業度も徐々に上昇しているが、まだまだばらつきがある。年度末で1社が廃業した。今後も後
継者不在等による廃業が出てくると考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《鉄工・岡山》
●受注高は上昇傾向にあり、残業時間も増えつつある。但し、業種間（組合員企業）の格差は依然として大きく、前期決
算の数字にもはっきりと表れている。一時期ほどの先行き不透明感は和らいだような感がある。　　《工作機械・総社》
●受注量が増加傾向であり5月は前年比増となった。売上高は6月以降増加を見込むことから、7月以降は前期以上の業
況を見込む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》

●新型コロナウイルス感染症による受注減少に加え、梅雨の閑散期に例年より早く入ってしまった。また、今後ウッド
ショックにおける建築の低迷や原材料の高騰に不安を募らせている。　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　《畳》
 

DI値
0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

H.31.4 R.2.1 R.3.15 6 7 8 9 10 11 12 2 2 3 4 53 4 5 6 7 8 9 10 11 12 H.31.3 R.2.1 R.3.14 5 6 7 8 9 10 11 12 2 2 3 4 53 4 5 6 7 8 9 10 11 12

岡山県
全　国

製造業

非製造業

製造業

11 10

景況
景況

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
1
年
7
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
1
年
7
月
号

食料品

繊維工業

木材・木製品

化学・ゴム

一般機器

その他

印刷　

情報連絡員レポート

景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

売上高

非製造業

製 造 業

全　　体 –19.0 
（–10.3）
–6.9 

（–20.7）
31.0 
（0.0）

在庫数量

–16.7 
（–14.3）
–10.3 
（–6.9）
–30.8 
（–30.8）

販売価格

6.9 
（1.7）
3.4 

（0.0）
10.3 
（3.4）

取引条件

–5.2 
（–5.2）
3.4 

（–3.4）
–13.8 
（–6.9）

収益状況

–25.9 
（–25.9）
–24.1 

（–31.0）
–27.6 

（–20.7）

資金繰り

–13.8 
（–8.6）
–6.9 
（–6.9）
–20.7 
（–10.3）

設備操業度

–6.9 
（–10.3）
–6.9 

（–10.3）

雇用人員

–10.3 
（–15.5）
–13.8 
（–20.7）
–6.9 

（–10.3）

業界の景況

–29.3 
（–27.6）
–20.7 
（–24.1）
–37.9 
（–31.0）

製 造 業 非 製 造 業

業　種

前年同月比

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

設
備
操
業
度

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

味噌
米菓
製麺
醤油
酒造

織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山
製材・県
合板

出版・印刷
製本
ゴム

プラスチック製品
生コンクリート
石灰
ブロック
鋳物
鉄鋼

造船関連
自動車
畳

食料品

繊維工業

木材・
木製品

印刷

化学・ゴム

窯業・
土石製品

鉄鋼・金属

一般機器

輸送機器

その他

業　種

前年同月比

機械・工具
電設資材
青果
木材
資材

商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷
自動車整備
建築設計
旅館・ホテル
電飾・看板業
異業種
リサイクル

バス
タクシー
トラック
倉庫業
信用組合

卸売業

小売業

商店街

サービス業

建設業

運輸業

その他 受
付

5月分

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

石油
青果食品
中古自動車
自動二輪
家具

住宅リフォーム
板硝子
土木工事
管工事
防水工事

増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化8 25 25業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。



●岡山県の緊急事態宣言が、さらに延長され売上高の減少が長引いている。巣ごもり需要も、味噌・甘酒等の売上にさほ
ど結び付いていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《味噌》

●連休明けは堅調だったが、緊急事態宣言発出後は小売店も低調に。道の駅、直売所なども時間短縮営業、臨時休業で厳
しくなる。食用油の値上げが続いており卸売業者も苦しい状況。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》
●コロナ禍前に戻ること無く、厳しい状況が長期化している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《酒造》

●緊急事態宣言が出ていた前年同月よりは好転しているが、一昨年同月レベルまでには回復していない。《織物業・井原》

●北米等の住宅需要の高まりによる木材の産地価格上昇、及び世界的なコンテナ不足と海上運賃の値上げが要因となり、
外国産木材製品等の価格が上昇している。その代替として国産材製品への引き合いも強くなっており、製品価格が高
騰し販売量も増加、多くの製材工場や製品市場の売上金額が上昇している。木材製品が入手しづらい事から、一部の
ハウスメーカー等では着工戸数の制限や着工時期の先延ばし等の対策を講じるところも出ている。製品価格の上昇は、
住宅受注金額への転嫁に繋がることから、今後の需給状況や製品価格の動きによっては、住宅着工戸数の減少も危惧
される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症により、イベントの中止や販促計画の変更などで大変厳しい状況が続いている。又、新規
採用など従業員の確保も難しい。製品ニーズへの変化対応が急務。　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●業界動向は昨年の新型コロナウイルス感染症による景気の落ち込みからは回復しつつあるものの、半導体不足の影響
が顕著になってきている。原料の需給も一部逼迫し価格上昇につながっており、今後の動向を注視している。　《ゴム》

●業種間の好調・不調が拡大。自動車関係の業種からの受注はテンポが遅くなっている。素材（鉄工関係）の価格は上昇
しており入手悪化。海上輸送コンテナの予約難と輸送費上昇。　　　　　　　　　　　　　　　　《機械器具・東岡山》
●岡山県下に緊急事態宣言が発出され、自粛ムードのなか非対面での営業を進めている。早期の収束を願う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《鉄工・津山》
●回復傾向にあり、設備操業度も徐々に上昇しているが、まだまだばらつきがある。年度末で1社が廃業した。今後も後
継者不在等による廃業が出てくると考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《鉄工・岡山》
●受注高は上昇傾向にあり、残業時間も増えつつある。但し、業種間（組合員企業）の格差は依然として大きく、前期決
算の数字にもはっきりと表れている。一時期ほどの先行き不透明感は和らいだような感がある。　　《工作機械・総社》
●受注量が増加傾向であり5月は前年比増となった。売上高は6月以降増加を見込むことから、7月以降は前期以上の業
況を見込む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》

●新型コロナウイルス感染症による受注減少に加え、梅雨の閑散期に例年より早く入ってしまった。また、今後ウッド
ショックにおける建築の低迷や原材料の高騰に不安を募らせている。　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　《畳》
 

DI値
0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

H.31.4 R.2.1 R.3.15 6 7 8 9 10 11 12 2 2 3 4 53 4 5 6 7 8 9 10 11 12 H.31.3 R.2.1 R.3.14 5 6 7 8 9 10 11 12 2 2 3 4 53 4 5 6 7 8 9 10 11 12

岡山県
全　国

製造業

非製造業

製造業

11 10

景況
景況

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
1
年
7
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
1
年
7
月
号

食料品

繊維工業

木材・木製品

化学・ゴム

一般機器

その他

印刷　

情報連絡員レポート

景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

売上高

非製造業

製 造 業

全　　体 –19.0 
（–10.3）
–6.9 

（–20.7）
31.0 
（0.0）

在庫数量

–16.7 
（–14.3）
–10.3 
（–6.9）
–30.8 
（–30.8）

販売価格

6.9 
（1.7）
3.4 

（0.0）
10.3 
（3.4）

取引条件

–5.2 
（–5.2）
3.4 

（–3.4）
–13.8 
（–6.9）

収益状況

–25.9 
（–25.9）
–24.1 

（–31.0）
–27.6 

（–20.7）

資金繰り

–13.8 
（–8.6）
–6.9 
（–6.9）
–20.7 
（–10.3）

設備操業度

–6.9 
（–10.3）
–6.9 

（–10.3）

雇用人員

–10.3 
（–15.5）
–13.8 
（–20.7）
–6.9 

（–10.3）

業界の景況

–29.3 
（–27.6）
–20.7 
（–24.1）
–37.9 
（–31.0）

製 造 業 非 製 造 業

業　種

前年同月比

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

設
備
操
業
度

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

味噌
米菓
製麺
醤油
酒造

織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山
製材・県
合板

出版・印刷
製本
ゴム

プラスチック製品
生コンクリート
石灰
ブロック
鋳物
鉄鋼

造船関連
自動車
畳

食料品

繊維工業

木材・
木製品

印刷

化学・ゴム

窯業・
土石製品

鉄鋼・金属

一般機器

輸送機器

その他

業　種

前年同月比

機械・工具
電設資材
青果
木材
資材

商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷
自動車整備
建築設計
旅館・ホテル
電飾・看板業
異業種
リサイクル

バス
タクシー
トラック
倉庫業
信用組合

卸売業

小売業

商店街

サービス業

建設業

運輸業

その他 受
付

5月分

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

石油
青果食品
中古自動車
自動二輪
家具

住宅リフォーム
板硝子
土木工事
管工事
防水工事

増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化8 25 25業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！

フルーツとヨーグルトの九龍球(クーロンキュウ)

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方•建部ヨーグルト…40ｇ
•粉ゼラチン…2ｇ
•砂糖…5ｇ
•水…10ｇ

•粉ゼラチン…5ｇ
•砂糖…12ｇ
•水…120ｇ
•お好みのフルー（イチゴ、チェ  　
　リー、桃など）…50ｇ
※生のパイナップル、キウイなどは
　ゼラチンを分解する酵素が含まれ
ているため、固まらないので注意し
　てください！(缶詰だと大丈夫です)
•炭酸水…200ｇ

〈下側のゼリー〉
① 粉ゼラチンと水を500wのレンジで15秒加熱する
② ヨーグルトと①を混ぜる
③ 丸い氷が作れる製氷皿の下側に、すれすれにならないよう②をそそぐ
④ 冷蔵庫で10分間冷やし固める
⑤ 手に着かないくらいに固まったら、カットしたフルーツをのせる
〈上側のゼリー〉
⑥ 粉ゼラチンと水を500wのレンジで30秒加熱する
⑦ ⑤の上から⑥をかけ、フタをして冷蔵庫で30分間冷やし固める
⑧ 丁寧に取り出し器に盛り付け、炭酸水をそそぎ完成！
※もし丸い型の物がない場合は普通の製氷皿や星やハート型などの製氷
皿で作ってもかわいいです。その場合は、ヨーグルトのゼリーを上側に
して作ると取り出しやすくなるのでおすすめです。

材
料
と
分
量
（
直
径
3
㎝
の
型
で
12
個
分
）

●新型コロナウイルス感染症の影響もあり売上高･利益とも減少傾向が続いており、これからの見通しも暗い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《機械・工具》
●5月に緊急事態宣言が発出され、県外出張を取り止め十分な営業活動が出来ていない。ゼネコン関係者も来県出来ない
ことから、現場の停滞や工事が延期される可能性も出てきている。建築の新規物件などは見積件数が少し減少しており、
一つの物件に見積り参加する工務店数が増えている状態。土木は、高梁川等の復旧工事などで引き続き堅調に推移して
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《資材》

●新車の注文はあるが製品がない。新型車の発表も遅れ入庫もわずか、下半期は厳しそう。人気の中古車は高値更新中。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《自動二輪》

●4月に関西2府1県に緊急事態宣言が発出されてから消費者の来店数が減少してきている。前年同月比の売上高は増加
しているが、昨年があまりにも悪すぎたためである。今年は、一昨年並に回復すると思われたが、5月には岡山県にも緊
急事態宣言が発出されたため、昨年に引き続き各加盟店での店内イベントも再び中止をせざるを得なくなり先行きが
益々不安定になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　《家具》

●4月・5月の売り上げは、昨年よりは良いものの一昨年の売り上げには程遠い数字であった。新たな電子決済方法が普及
した影響も若干あるかもしれないが、表町カードシステムによる売り上げの数字が低迷を続けている。商店街を取り巻
く環境は、まだまだ厳しいと言わざるを得ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・岡山》
●緊急事態宣言が発出され、飲食店の多くが昼営業も自粛し終日休業としていた。さらに6月20日まで延長されることと
なり、飲食店以外の店舗でも閑散とした状況が続くと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●緊急事態宣言発出とともに人通りが減少した。いつまで続くのか不安である。　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●組合員各事務所はコロナ禍でも自社努力により例年の仕事量は確保している。組合への公共事業受注は低迷している。
県・市ともに組合組織に対しての指名入札の案件がここ数年限りなく少なくなった。     　　　　　　　　  《建築設計》

●昨年5月は営業自粛の為、売上高は0円となっていた。一昨年と比較すると、売上高対比57％、人数対比56％であった。
昨年に続き、緊急事態宣言により、飲食店は休業、旅館もほぼ休業となっている。　　　　　　　　　 　《旅館・ホテル》
●建設業組合員について、人手不足の状況は解消されていない。新型コロナウイルス感染症の変異株により、技能実習生
入国待機者の入国のめどは依然たたない状況。技能実習を終了し、特定技能へ移行しない実習生の本国への帰国待機も
出てきており、監理団体の負荷がますます増大している。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で
の受注減は下げ止まっているが、厳しい状況は続いている。サービス業組合員は、関西の緊急事態宣言発出に続き岡山
県にも発出・延長され、依然厳しい状況が続いている。　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《異業種》

●鉄、非鉄スクラップは販売価格がさらに上昇、輸出が好調だが入荷は低調。古紙は、緊急事態宣言を受けて集団回収な
どが中止となり入荷減となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《リサイクル》

●木材価格が米国の建築需要の高まりにより、米国のみならず中国からの輸入量も減少し高騰している。そのためエンド
ユーザー価格も必然的にアップすることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《住宅リフォーム》

●岡山県の緊急事態宣言発出に伴い、5月16日以降に出発する全ツアー商品について対象期間中は販売停止とした。5月
1日～5日の大型連休は、幾らかのバスツアー催行があるなどコロナ禍に於いても需要の回復が感じられたが、その後、
再度の自粛ムードに転じた。6月20日以降の状況を考慮しながら、回復に向かう状況を見極めて新型コロナウイルス感
染症対策に徹底した旅行商品を備えて行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　《バス》

●コロナ禍のため、荷主企業業種により異なるが総体的物流量は回復していない。さらに、運賃指数が昨年を下回るケー
スもあり困難な経営状況が続いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《トラック》
●昨年よりは物の動きも活性化されているものの、連日の新型コロナウイルス感染者増加に伴い、5月中旬には県下にも
緊急事態宣言が発出され、経済活動への影響が懸念される。宣言効果による好転に期待したいところ。　　     《倉庫業》

●緊急事態宣言を受け、取引先である飲食店を中心に、急減に業況が悪化している。引き続き特別融資にて支援を続ける
とともに、支援金手続きや、再構築補助金のコンサル業務も力を入れ、本業支援を図っている。　　　　　　《信用組合》

〈
下
側
の
ゼ
リ
ー
〉

〈
上
側
の
ゼ
リ
ー
〉

プレーンヨーグルト 〈㈲建部ヨーグルト〉  
しぼりたての建部町内産牛乳を１００％使用した無添加ヨー
グルト。独自の乳酸菌を使用しており、おいしさが長持ちし
ます。また、トッピングを加えればナチュラルでさらにおい
しい味わいが広がります。
自然のめぐみをそのまま、飽きのこないさらりとした、のど
ごしすっきりしたさわやかな味わいのヨーグルトをぜひお楽
しみください。

提供
商品

夏になってたくさん汗をかくようになると、ビタミンやミネラルがどんどん失われてしまいます。
それらが不足して体調を崩さないようにするためにも、ビタミンやミネラルを豊富に含んだ果物と相性
の良いヨーグルトを、夏らしく、可愛いデザートで楽しく食べられるようにしたいと思い、このレシピを
考案しました。建部ヨーグルトの自然な美味しさがゼリーでも際立っています。

※登録・相談・紹介等すべて無料です

非製造業
卸売業

小売業

商店街

建設業

運輸業

その他

サービス業

私たちが考えました！

中国学園大学現代生活学部　
人間栄養学科4年生
土居優夏、松永和紗

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

お詫びと訂正　6月号レシピコーナーのコメント欄に「鳥庵工房」と記載していましたが、提供商品欄に記載していた「㈱卵娘庵」が正しい名称です。お詫びして訂正いたします。
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！

フルーツとヨーグルトの九龍球(クーロンキュウ)

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方•建部ヨーグルト…40ｇ
•粉ゼラチン…2ｇ
•砂糖…5ｇ
•水…10ｇ

•粉ゼラチン…5ｇ
•砂糖…12ｇ
•水…120ｇ
•お好みのフルー（イチゴ、チェ  　
　リー、桃など）…50ｇ
※生のパイナップル、キウイなどは
　ゼラチンを分解する酵素が含まれ
ているため、固まらないので注意し
　てください！(缶詰だと大丈夫です)
•炭酸水…200ｇ

〈下側のゼリー〉
① 粉ゼラチンと水を500wのレンジで15秒加熱する
② ヨーグルトと①を混ぜる
③ 丸い氷が作れる製氷皿の下側に、すれすれにならないよう②をそそぐ
④ 冷蔵庫で10分間冷やし固める
⑤ 手に着かないくらいに固まったら、カットしたフルーツをのせる
〈上側のゼリー〉
⑥ 粉ゼラチンと水を500wのレンジで30秒加熱する
⑦ ⑤の上から⑥をかけ、フタをして冷蔵庫で30分間冷やし固める
⑧ 丁寧に取り出し器に盛り付け、炭酸水をそそぎ完成！
※もし丸い型の物がない場合は普通の製氷皿や星やハート型などの製氷
皿で作ってもかわいいです。その場合は、ヨーグルトのゼリーを上側に
して作ると取り出しやすくなるのでおすすめです。
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（
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●新型コロナウイルス感染症の影響もあり売上高･利益とも減少傾向が続いており、これからの見通しも暗い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《機械・工具》
●5月に緊急事態宣言が発出され、県外出張を取り止め十分な営業活動が出来ていない。ゼネコン関係者も来県出来ない
ことから、現場の停滞や工事が延期される可能性も出てきている。建築の新規物件などは見積件数が少し減少しており、
一つの物件に見積り参加する工務店数が増えている状態。土木は、高梁川等の復旧工事などで引き続き堅調に推移して
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《資材》

●新車の注文はあるが製品がない。新型車の発表も遅れ入庫もわずか、下半期は厳しそう。人気の中古車は高値更新中。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《自動二輪》

●4月に関西2府1県に緊急事態宣言が発出されてから消費者の来店数が減少してきている。前年同月比の売上高は増加
しているが、昨年があまりにも悪すぎたためである。今年は、一昨年並に回復すると思われたが、5月には岡山県にも緊
急事態宣言が発出されたため、昨年に引き続き各加盟店での店内イベントも再び中止をせざるを得なくなり先行きが
益々不安定になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　《家具》

●4月・5月の売り上げは、昨年よりは良いものの一昨年の売り上げには程遠い数字であった。新たな電子決済方法が普及
した影響も若干あるかもしれないが、表町カードシステムによる売り上げの数字が低迷を続けている。商店街を取り巻
く環境は、まだまだ厳しいと言わざるを得ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・岡山》
●緊急事態宣言が発出され、飲食店の多くが昼営業も自粛し終日休業としていた。さらに6月20日まで延長されることと
なり、飲食店以外の店舗でも閑散とした状況が続くと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●緊急事態宣言発出とともに人通りが減少した。いつまで続くのか不安である。　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●組合員各事務所はコロナ禍でも自社努力により例年の仕事量は確保している。組合への公共事業受注は低迷している。
県・市ともに組合組織に対しての指名入札の案件がここ数年限りなく少なくなった。     　　　　　　　　  《建築設計》

●昨年5月は営業自粛の為、売上高は0円となっていた。一昨年と比較すると、売上高対比57％、人数対比56％であった。
昨年に続き、緊急事態宣言により、飲食店は休業、旅館もほぼ休業となっている。　　　　　　　　　 　《旅館・ホテル》
●建設業組合員について、人手不足の状況は解消されていない。新型コロナウイルス感染症の変異株により、技能実習生
入国待機者の入国のめどは依然たたない状況。技能実習を終了し、特定技能へ移行しない実習生の本国への帰国待機も
出てきており、監理団体の負荷がますます増大している。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で
の受注減は下げ止まっているが、厳しい状況は続いている。サービス業組合員は、関西の緊急事態宣言発出に続き岡山
県にも発出・延長され、依然厳しい状況が続いている。　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《異業種》

●鉄、非鉄スクラップは販売価格がさらに上昇、輸出が好調だが入荷は低調。古紙は、緊急事態宣言を受けて集団回収な
どが中止となり入荷減となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《リサイクル》

●木材価格が米国の建築需要の高まりにより、米国のみならず中国からの輸入量も減少し高騰している。そのためエンド
ユーザー価格も必然的にアップすることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《住宅リフォーム》

●岡山県の緊急事態宣言発出に伴い、5月16日以降に出発する全ツアー商品について対象期間中は販売停止とした。5月
1日～5日の大型連休は、幾らかのバスツアー催行があるなどコロナ禍に於いても需要の回復が感じられたが、その後、
再度の自粛ムードに転じた。6月20日以降の状況を考慮しながら、回復に向かう状況を見極めて新型コロナウイルス感
染症対策に徹底した旅行商品を備えて行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　《バス》

●コロナ禍のため、荷主企業業種により異なるが総体的物流量は回復していない。さらに、運賃指数が昨年を下回るケー
スもあり困難な経営状況が続いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《トラック》
●昨年よりは物の動きも活性化されているものの、連日の新型コロナウイルス感染者増加に伴い、5月中旬には県下にも
緊急事態宣言が発出され、経済活動への影響が懸念される。宣言効果による好転に期待したいところ。　　     《倉庫業》

●緊急事態宣言を受け、取引先である飲食店を中心に、急減に業況が悪化している。引き続き特別融資にて支援を続ける
とともに、支援金手続きや、再構築補助金のコンサル業務も力を入れ、本業支援を図っている。　　　　　　《信用組合》
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プレーンヨーグルト 〈㈲建部ヨーグルト〉  
しぼりたての建部町内産牛乳を１００％使用した無添加ヨー
グルト。独自の乳酸菌を使用しており、おいしさが長持ちし
ます。また、トッピングを加えればナチュラルでさらにおい
しい味わいが広がります。
自然のめぐみをそのまま、飽きのこないさらりとした、のど
ごしすっきりしたさわやかな味わいのヨーグルトをぜひお楽
しみください。

提供
商品

夏になってたくさん汗をかくようになると、ビタミンやミネラルがどんどん失われてしまいます。
それらが不足して体調を崩さないようにするためにも、ビタミンやミネラルを豊富に含んだ果物と相性
の良いヨーグルトを、夏らしく、可愛いデザートで楽しく食べられるようにしたいと思い、このレシピを
考案しました。建部ヨーグルトの自然な美味しさがゼリーでも際立っています。

※登録・相談・紹介等すべて無料です
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商店街

建設業

運輸業
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私たちが考えました！

中国学園大学現代生活学部　
人間栄養学科4年生
土居優夏、松永和紗

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

お詫びと訂正　6月号レシピコーナーのコメント欄に「鳥庵工房」と記載していましたが、提供商品欄に記載していた「㈱卵娘庵」が正しい名称です。お詫びして訂正いたします。
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私
は
6
月
10
日
の
通
常
総
会
を
も
っ
て
岡
山
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
専
務
理
事
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　
私
が
専
務
理
事
に
就
任
し
た
の
は
6
年
前
の
平
成
27
年

6
月
、
当
時
の
岡
山
県
中
央
会
会
長
は
故
武
田
修
一
氏
で

し
た
。
武
田
氏
は
以
前
か
ら
存
じ
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
改

め
て
中
央
会
で
お
仕
え
し
、
多
く
の
こ
と
を
語
り
合
い
、
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
氏
の
産
業
経
済
の
識
見
は
高
く
、
氏
は
ご
自
身
の
経
験

も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
自
社
の
事
業
で
な
く
多
様
な
業
界
、

業
種
に
心
を
配
り
、
岡
山
県
中
央
会
会
長
と
い
う
公
人
と

し
て
、
ま
た
地
元
岡
山
の
経
済
界
の
重
鎮
と
し
て
の
相
応

し
い
言
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
に
よ
り
人
一
倍
岡
山
を
愛
す
る
岡
山
県
民
で
し
た
。

　
仕
事
以
外
で
も
氏
の
剣
道
修
業
談
、
旧
制
六
高
の
回
想
、

銀
行
員
時
代
の
事
、
さ
ら
に
、
高
橋
泥
舟
、
石
橋
湛
山
、
清

沢
洌
、
中
山
素
平
な
ど
近
、
現
代
日
本
で
活
躍
し
た
人
々
に

つ
い
て
お
聞
き
し
、
語
り
合
っ
た
こ
と
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ

氏
の
人
間
力
や
広
く
豊
か
な
学
識
を
偲
ぶ
こ
と
の
で
き
る

思
い
出
ば
か
り
で
す
。
た
ま
た
ま
戦
前
の
金
解
禁
を
調
べ
る

た
め
私
の
机
の
後
ろ
に
置
い
て
あ
っ
た
石
橋
湛
山
全
集
の

一
巻
を
氏
が
見
て
手
に
取
り
、「
こ
れ
を
読
む
専
務
理
事
が

い
る
と
は
な
あ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
最
高
の
お
褒

め
の
言
葉
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
氏
の
三
木
記
念
賞
受
賞
は
本
当
に
慶
事
で
し
た
。
三
木
元

知
事
の
墓
参
、
引
出
物
の
図
書
探
し
、
祝
賀
会
開
催
な
ど
氏

に
同
行
し
、
専
務
冥
利
に
尽
き
る
仕
事
も
で
き
ま
し
た
。

氏
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
会
長
任
期
と
同
じ
く

３
期
６
年
が
区
切
り
だ
と
し
て
会
長
職
を
退
か
れ
、
ま
さ
に

引
き
際
の
美
学
を
体
現
さ
れ
た
方
で
し
た
。
お
仕
え
し
た
期

間
は
１
年
で
し
た
が
、
思
考
、
行
蔵
そ
の
他
多
く
の
事
を
学

び
、
私
自
身
も
退
任
に
あ
た
っ
て
は
全
国
中
央
会
の
専
務
理

事
の
任
期
に
な
ら
い
、氏
を
範
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
専
務
理
事
在
任
中
は
、
中
央
会
の
特
色
あ
る
事
業

づ
く
り
の
た
め
に
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び

企
業
人
材
育
成
事
業
の
発
展
、
事
業
者
連
携
の
推
進
と
し
て

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
の
創
立
、
危
機
管
理
・
事

業
強
靱
化
の
た
め
懸
案
で
あ
っ
た
中
小
企
業
会
館
耐
震
改

修
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
契
機
と
し

た
事
務
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
多
様
な
事
業
を
実
施
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
岡
山
県
中
央
会
は
、

全
国
組
織
を
持
ち
県
下
全
域
を
事
業
範
囲
と
す
る
支
援
機

関
と
し
て
大
き
く
変
革
し
、
国
や
県
の
施
策
を
率
先
実
行

す
る
使
命
が
あ
る
と
い
う
組
織
哲
学
を
作
り
得
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
、
国
、
県
な
ど
関
係
機
関

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
事
務
局
職
員
の
尽
力
の
賜

物
で
す
。
と
り
わ
け
、
既
に
退
職
さ
れ
た
宮
崎
さ
ん
、
大
野

さ
ん
に
は
事
務
局
次
長
、
局
長
を
務
め
て
頂
き
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
不
慮
の
事
故
に
あ
わ
れ

ま
し
た
が
、
2
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ
の
後
、
平
成
27
年
8
月
に

職
場
に
復
帰
さ
れ
、
中
央
会
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

事
に
対
し
て
ぶ
れ
な
い
強
い
使
命
感
と
熱
い
心
を
持
っ
た

人
で
す
。
二
人
を
は
じ
め
事
務
局
職
員
一
人
ひ
と
り
が
岡

山
県
中
央
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
想
い
を
持
ち
、

な
に
よ
り
全
職
員
が
健
康
で
楽
し
く
仕
事
が
で
き
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
中
央
会
の
皆
様
に
は
数
々
の
ご
指
導
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、
江
戸
以
来
、
商
工
業

の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
新
川
、
隅
田
川
界
隈
の
風
情
が
好
き

で
、
新
川
の
事
務
所
に
お
伺
い
す
る
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
、
人
口
減
少
な
ど
我
が
国
の
社
会
経
済

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
変
革
し
て
い
く

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
中
央
会
の
役
割
は

一
層
重
要
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
柔
道
に
自
他
共
栄
と
い
う
訓
が
あ
り
ま
す
。
中
央
会
が
使

命
と
す
る
事
業
者
の
連
携
推
進
も
自
社
自
業
だ
け
で
な
く

他
社
他
業
と
と
も
に
栄
え
る
こ
と
で
自
ら
の
発
展
に
繋
げ

る
も
の
で
す
。

　
産
業
界
の
皆
様
に
は
岡
山
県
中
央
会
を
ご
活
用
頂
き
、
次

の
時
代
の
人
づ
く
り
と
産
業
づ
く
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
今
後
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
柔
道
に
人
づ
く
り
で
恩

返
し
す
る
と
と
も
に
自
ら
も
研
鑽
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
と
良
き
ご
縁
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
会
員
の
皆
様
、
関
係
機
関
及
び
岡
山
県
中
央
会
の

さ
ら
な
る
御
発
展
を
祈
念
し
専
務
理
事
退
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
住
敏
行

　
黒
住
前
専
務
を
岡
山
県
中
央
会
に
迎
え
て
か
ら
の
6
年

間
は
、
常
に
大
き
な
変
化
へ
の
対
応
の
連
続
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
変
化
に
対
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

正
確
な
方
向
性
へ
の
展
望
が
求
め
ら
れ
る
支
援
機
関
に

あ
っ
て
、
我
々
職
員
に
対
し
冷
静
か
つ
的
確
な
助
言
を
い
た

だ
く
と
共
に
、
支
援
に
対
す
る
考
え
方
、
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
黒
住
前
専
務
は
自
ら
厳
し
く
、
よ
り
良
い
仕
事
を
目
指
し

て
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
大
切
さ
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
そ
し

て
若
い
方
に
対
し
て
は
特
に
「
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
」
と
厳
し
く
も
温
か
く
職
員
に
接
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
黒
住
前
専
務
の
激
励
に
よ
り
、
多
く
の
職
員
に

と
っ
て
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
に
真
剣
さ
、
厳
し
さ
、
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
加
わ
り
、
岡
山

県
中
央
会
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
全
国
に
先
駆
け
た〝
常
設
の
食
品
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談

サ
イ
ト
〞の
構
築
な
ど
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
中
央
会
が
入
居
す
る
岡
山

県
中
小
企
業
会
館
の
耐
震
化
実
現
に
尽
力
い
た
だ
き
、
会
員

の
皆
さ
ま
へ
の
快
適
な
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
に
対
応
し
た
会
議
室
、
職
員
執
務
室
な
ど
の
改
修
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
岡
山
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
も
の
づ
く
り
製
造

業
の
女
性
経
営
者
で
構
成
す
る
「
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性

中
央
会
」
は
、
黒
住
前
専
務
の
発
案
の
も
と
10
名
の
メ
ン

バ
ー
で
平
成
30
年
に
組
織
化
が
実
現
。
現
在
、
賛
同
者
を
含

め
約
20
名
の
陣
容
に
拡
大
し
令
和
5
年
の
創
立
5
周
年
に

向
け
活
動
の
輪
を
年
々
広
げ
て
い
く
頼
も
し
い
存
在
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
岡
山
県
中
央
会
が
創
立
65
周
年
の
佳
節
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
70
周
年
に
向
け
た
基
本
理
念
づ
く
り
に
若
手

職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
側
面
か
ら
応
援
し

て
く
だ
さ
り
、
当
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
連
挑
感
〜
連
携
・
挑
戦

で
感
動
の
先
駆
者
た
れ
〜
」
を
練
り
上
げ
、
今
後
5
年
間
を

見
据
え
た
岡
山
県
中
央
会
の
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、

黒
住
前
専
務
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
職
員
の
安
全
確
保
と
組

合
支
援
機
関
で
あ
る
中
央
会
組
織
を
守
る
こ
と
を
第
一
と

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
中
央
会
職
員

行
動
指
針
」
を
い
ち
早
く
策
定
、
実
践
す
る
こ
と
で
緊
張
感

を
も
ち
つ
つ
も
職
場
環
境
の
大
き
な
安
心
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
実
績
を
残
さ
れ
た
黒
住
前
専
務

で
す
が
、
こ
の
度
の
総
会
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
魂
を
込
め

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
仕
事
は
決
し
て
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
中

央
会
職
員
が
継
承
し
岡
山
県
中
央
会
が
会
員
を
は
じ
め
中

小
企
業
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の

功
績
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
大
き
な
変
革
期
の
中
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

申
し
上
げ
、
中
央
会
職
員
一
同
、
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
一
同

黒 住  敏 行

職
員
一
同
よ
り
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い
ま
す
。

　
氏
の
三
木
記
念
賞
受
賞
は
本
当
に
慶
事
で
し
た
。
三
木
元

知
事
の
墓
参
、
引
出
物
の
図
書
探
し
、
祝
賀
会
開
催
な
ど
氏

に
同
行
し
、
専
務
冥
利
に
尽
き
る
仕
事
も
で
き
ま
し
た
。

氏
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
会
長
任
期
と
同
じ
く

３
期
６
年
が
区
切
り
だ
と
し
て
会
長
職
を
退
か
れ
、
ま
さ
に

引
き
際
の
美
学
を
体
現
さ
れ
た
方
で
し
た
。
お
仕
え
し
た
期

間
は
１
年
で
し
た
が
、
思
考
、
行
蔵
そ
の
他
多
く
の
事
を
学

び
、
私
自
身
も
退
任
に
あ
た
っ
て
は
全
国
中
央
会
の
専
務
理

事
の
任
期
に
な
ら
い
、氏
を
範
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
専
務
理
事
在
任
中
は
、
中
央
会
の
特
色
あ
る
事
業

づ
く
り
の
た
め
に
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び

企
業
人
材
育
成
事
業
の
発
展
、
事
業
者
連
携
の
推
進
と
し
て

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
の
創
立
、
危
機
管
理
・
事

業
強
靱
化
の
た
め
懸
案
で
あ
っ
た
中
小
企
業
会
館
耐
震
改

修
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
契
機
と
し

た
事
務
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
多
様
な
事
業
を
実
施
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
岡
山
県
中
央
会
は
、

全
国
組
織
を
持
ち
県
下
全
域
を
事
業
範
囲
と
す
る
支
援
機

関
と
し
て
大
き
く
変
革
し
、
国
や
県
の
施
策
を
率
先
実
行

す
る
使
命
が
あ
る
と
い
う
組
織
哲
学
を
作
り
得
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
、
国
、
県
な
ど
関
係
機
関

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
事
務
局
職
員
の
尽
力
の
賜

物
で
す
。
と
り
わ
け
、
既
に
退
職
さ
れ
た
宮
崎
さ
ん
、
大
野

さ
ん
に
は
事
務
局
次
長
、
局
長
を
務
め
て
頂
き
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
不
慮
の
事
故
に
あ
わ
れ

ま
し
た
が
、
2
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ
の
後
、
平
成
27
年
8
月
に

職
場
に
復
帰
さ
れ
、
中
央
会
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

事
に
対
し
て
ぶ
れ
な
い
強
い
使
命
感
と
熱
い
心
を
持
っ
た

人
で
す
。
二
人
を
は
じ
め
事
務
局
職
員
一
人
ひ
と
り
が
岡

山
県
中
央
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
想
い
を
持
ち
、

な
に
よ
り
全
職
員
が
健
康
で
楽
し
く
仕
事
が
で
き
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
中
央
会
の
皆
様
に
は
数
々
の
ご
指
導
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、
江
戸
以
来
、
商
工
業

の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
新
川
、
隅
田
川
界
隈
の
風
情
が
好
き

で
、
新
川
の
事
務
所
に
お
伺
い
す
る
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
、
人
口
減
少
な
ど
我
が
国
の
社
会
経
済

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
変
革
し
て
い
く

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
中
央
会
の
役
割
は

一
層
重
要
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
柔
道
に
自
他
共
栄
と
い
う
訓
が
あ
り
ま
す
。
中
央
会
が
使

命
と
す
る
事
業
者
の
連
携
推
進
も
自
社
自
業
だ
け
で
な
く

他
社
他
業
と
と
も
に
栄
え
る
こ
と
で
自
ら
の
発
展
に
繋
げ

る
も
の
で
す
。

　
産
業
界
の
皆
様
に
は
岡
山
県
中
央
会
を
ご
活
用
頂
き
、
次

の
時
代
の
人
づ
く
り
と
産
業
づ
く
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
今
後
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
柔
道
に
人
づ
く
り
で
恩

返
し
す
る
と
と
も
に
自
ら
も
研
鑽
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
と
良
き
ご
縁
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
会
員
の
皆
様
、
関
係
機
関
及
び
岡
山
県
中
央
会
の

さ
ら
な
る
御
発
展
を
祈
念
し
専
務
理
事
退
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
住
敏
行

　
黒
住
前
専
務
を
岡
山
県
中
央
会
に
迎
え
て
か
ら
の
6
年

間
は
、
常
に
大
き
な
変
化
へ
の
対
応
の
連
続
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
変
化
に
対
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

正
確
な
方
向
性
へ
の
展
望
が
求
め
ら
れ
る
支
援
機
関
に

あ
っ
て
、
我
々
職
員
に
対
し
冷
静
か
つ
的
確
な
助
言
を
い
た

だ
く
と
共
に
、
支
援
に
対
す
る
考
え
方
、
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
黒
住
前
専
務
は
自
ら
厳
し
く
、
よ
り
良
い
仕
事
を
目
指
し

て
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
大
切
さ
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
そ
し

て
若
い
方
に
対
し
て
は
特
に
「
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
」
と
厳
し
く
も
温
か
く
職
員
に
接
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
黒
住
前
専
務
の
激
励
に
よ
り
、
多
く
の
職
員
に

と
っ
て
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
に
真
剣
さ
、
厳
し
さ
、
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
加
わ
り
、
岡
山

県
中
央
会
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
全
国
に
先
駆
け
た〝
常
設
の
食
品
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談

サ
イ
ト
〞の
構
築
な
ど
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
中
央
会
が
入
居
す
る
岡
山

県
中
小
企
業
会
館
の
耐
震
化
実
現
に
尽
力
い
た
だ
き
、
会
員

の
皆
さ
ま
へ
の
快
適
な
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
に
対
応
し
た
会
議
室
、
職
員
執
務
室
な
ど
の
改
修
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
岡
山
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
も
の
づ
く
り
製
造

業
の
女
性
経
営
者
で
構
成
す
る
「
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性

中
央
会
」
は
、
黒
住
前
専
務
の
発
案
の
も
と
10
名
の
メ
ン

バ
ー
で
平
成
30
年
に
組
織
化
が
実
現
。
現
在
、
賛
同
者
を
含

め
約
20
名
の
陣
容
に
拡
大
し
令
和
5
年
の
創
立
5
周
年
に

向
け
活
動
の
輪
を
年
々
広
げ
て
い
く
頼
も
し
い
存
在
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
岡
山
県
中
央
会
が
創
立
65
周
年
の
佳
節
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
70
周
年
に
向
け
た
基
本
理
念
づ
く
り
に
若
手

職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
側
面
か
ら
応
援
し

て
く
だ
さ
り
、
当
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
連
挑
感
〜
連
携
・
挑
戦

で
感
動
の
先
駆
者
た
れ
〜
」
を
練
り
上
げ
、
今
後
5
年
間
を

見
据
え
た
岡
山
県
中
央
会
の
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、

黒
住
前
専
務
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
職
員
の
安
全
確
保
と
組

合
支
援
機
関
で
あ
る
中
央
会
組
織
を
守
る
こ
と
を
第
一
と

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
中
央
会
職
員

行
動
指
針
」
を
い
ち
早
く
策
定
、
実
践
す
る
こ
と
で
緊
張
感

を
も
ち
つ
つ
も
職
場
環
境
の
大
き
な
安
心
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
実
績
を
残
さ
れ
た
黒
住
前
専
務

で
す
が
、
こ
の
度
の
総
会
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
魂
を
込
め

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
仕
事
は
決
し
て
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
中

央
会
職
員
が
継
承
し
岡
山
県
中
央
会
が
会
員
を
は
じ
め
中

小
企
業
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の

功
績
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
大
き
な
変
革
期
の
中
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

申
し
上
げ
、
中
央
会
職
員
一
同
、
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
一
同

黒 住  敏 行

職
員
一
同
よ
り
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　6月21日、新型コロナウイルス感染症のワクチンの職域接種がスタートしました。
　中小企業等が連携した共同接種も可能であるため、組合員を対象とした共同接種の実施に向けて、県内でも複数の協同組合が動き
出しています。
　協同組合ウイングバレイでは6月21日に共同での職域接種を実施。組合員企業の役員及び従業員100人が組合多目的ホールに来
場し、組合の産業医による接種を行いました。今後、週650人ペースで接種を行い、9月末までに約2800人の接種を行う予定です。
　一定規模の接種数が必要な中、組合員企業を集めて数を確保する協同組合の取組に注目が集まるとともに、ワクチン接種の加速に
よる感染拡大状況の改善に大きく期待が寄せられています。（ワクチンの供給量が上限に迫っているため、6月25日より職域接種実
施の新規申し込みが一時停止されました）

（６月21日に実施された協同組合ウイングバレイの共同接種の様子）


